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議
所
ま
た
は
商
工
会
の
助
言
等
を
受
け
て

経
営
計
画
を
作
成
し
、そ
の
計
画
に
沿
っ

て
地
道
な
販
路
開
拓
等
に
取
り
組
む
費
用

の
２
／
３
を
補
助
す
る
。補
助
上
限
額
は

50
万
円
。ま
た
、公
募
開
始
後
、通
年
で
受

付
を
行
い
、約
４
か
月
ご
と
に
受
付
を
締

め
切
っ
て
、受
付
回
ご
と
に
審
査
・
採
択

を
行
う
。

申
請
期
間
：

第
２
回
受
付
締
切

　
２
０
２
０
年
６
月
５
日（
金
）

第
３
回
受
付
締
切

　
２
０
２
０
年
10
月
２
日（
金
）

第
４
回
受
付
締
切

　
２
０
２
１
年
２
月
５
日（
金
）

﹇
郵
送
：
締
切
日
当
日
消
印
有
効
﹈

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
中
国
武
漢
に
端
を
発
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。

世
界
の
感
染
者
は
３
０
０
万
人
を
超
え
、

今
も
な
お
感
染
者
は
増
え
続
け
て
い
る
。

収
束
が
見
え
ず
、各
国
政
府
が
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
、ウ
イ
ル

ス
か
ら
飛
び
火
し
、世
界
経
済
を
揺
る
が

す
も
の
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
世
界
恐
慌
を

論
じ
る
専
門
家
の
未
来
予
想
が
現
実
味

を
帯
び
て
き
て
い
る
。

　
不
易
流
行
４
月
号
で
柴
山
桂
太
氏
が

こ
う
な
っ
た
現
状
で
真
に
多
く
の
人
命

を
奪
う
も
の
は
世
界
恐
慌
で
あ
る
と
予

言
さ
れ
た
通
り
、こ
れ
を
回
避
す
る
た
め

に
我
々
が
今
で
き
る
こ
と
は
こ
の
状
況

下
に
お
い
て
、い
か
に
経
済
を
循
環
さ
せ

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
原
点
に
立
ち
返
り
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、

自
粛
、３
密
回
避
を
続
け
な
が
ら
、サ
ン
・

シ
モ
ン
主
義
で
い
う
と
こ
ろ
の「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」「
ア
イ
デ
ア
」を
循
環
さ
せ
、経
済

の
好
循
環
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。柴
山
桂
太
氏
の
コ
ラ
ム
か
ら
あ
え

て
引
用
し
よ
う「
財
政
出
動
で
つ
な
ぐ
？

…
…

無
理
で
あ
る
」。

　
他
力
本
願
か
ら
脱
却
し
、Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ 

５
・
０
に
向
け
て
動
き
出
す
時
で

あ
る
。今
回
の
特
集
で
は
、こ
の
危
機
を

い
か
に
乗
り
越
え
、む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、更
に
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す

た
め
の
方
法
を
政
策
と
共
に
整
理
し
た

い
。

　
前
述
の『
原
点
に
立
ち
返
っ
て
サ
ン
・

シ
モ
ン
主
義
で
い
う
と
こ
ろ
の「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」「
ア
イ
デ
ア
」を
循
環
さ
せ
る
』と

い
う
こ
と
を
、現
在
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
・

自
粛
・
３
密
回
避
の
中
で
整
理
す
る
と
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
「
モ
ノ
」は
Ｅ
Ｃ（
ネ
ッ
ト
販
売
）を
フ

ル
活
用
し
て
在
庫
処
分
・
販
売
、も
し
く

は
仕
入
れ
る
。Ｅ
Ｃ
を
導
入
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
は
こ
の
機
会
に
す
ぐ
に
導
入
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。対
面
し
か
あ
り

え
な
い
観
光
・
飲
食
・
美
容
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
売
り
と

す
る
事
業
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

予
約
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
限
定

ク
ー
ポ
ン
の
発
行
な
ど
で
販
促
す
る
こ
と

が
で
き
る
。飲
食
で
あ
れ
ば
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
開
始
と
、Ｗ
ｅ
ｂ
ク
ー
ポ
ン
と
の
連

動
だ
ろ
う
。自
粛
で
も
人
間
な
ら
、美
味

し
い
も
の
は
食
べ
た
い
は
ず
だ
。教
育
・

セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
、

ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
今
こ
そ
活
用

し
な
い
手
は
な
い
。

　
「
カ
ネ
」は
自
ず
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
。衛

生
面
か
ら
考
慮
し
て
も
現
金
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
方
が
安
全
・
安
心
だ
ろ
う
。

　
「
ア
イ
デ
ア
」は
、Ｄ
Ｘ（
企
業
が
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し
、デ
ー

タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、顧
客

や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、製
品
や
サ
ー

ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と

と
も
に
、業
務
そ
の
も
の
や
、組
織
、プ
ロ

セ
ス
、企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、競
争

上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
）の
基
本
構
成

要
素「
モ
バ
イ
ル
」「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」「
ク

ラ
ウ
ド
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」の
４
つ
の
要
素

を
活
用
す
れ
ば
い
い（
第
３
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）。

● 「
モ
バ
イ
ル
」は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
。

● 「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」は「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

● 「
ク
ラ
ウ
ド
」は
既
存
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク

ラ
ウ
ド
を
使
う
の
が
手
っ
取
り
早
い
。情

報
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積

し
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
モ
バ
イ
ル
を
使
っ

て
取
り
出
す
。そ
れ
な
ら
家
で
も
で
き
る
。

● 「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」は
既
存
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
フ

ル
活
用
し
、独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
情
報
・
サ
ー
ビ

ス
を
発
信
し
て
い
け
ば
い
い
。サ
ー
ビ
ス

が
よ
り
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
自
ず
と
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
拡
大
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、自
粛
、３
密
回
避
と
い

う
状
況
に
お
い
て
、一
つ
ひ
と
つ
デ
ジ
タ

ル
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、皮
肉
に

も
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
世
界

は
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
だ
ろ
う
。そ
の
新
た
な
世
界
へ
の
準

備
も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
で
は
著
名
な
ア
ナ
リ

ス
ト
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
大
の
業
種
、影
響
小
の

業
種
、需
要
増
で
プ
ラ
ス
影
響
の
業
種
を

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
集
計
し
て
い
る
。

　
結
果
を
見
る
と
小
売
、観
光
関
連
、中
国

生
産
関
連
、飲
食
業
、貿
易
関
連
、石
油
関

連
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
強
く
、逆
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
、通
販
、医
療
、イ
ン
フ

ラ
、食
料
・
日
用
品
関
連
は
根
強
い
印
象

だ
。人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
食
、

住
は
根
強
く
、販
売
手
段
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、娯
楽
と
し
て
家
で
も
楽
し
め

る
ゲ
ー
ム
が
好
調
と
い
う
形
だ
。

　
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
大
き
い
業
種
は
逆
に

プ
ラ
ス
影
響
の
業
態
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。組
み
合
わ
せ
と
し
て
想
像
し
や
す
い

の
は
、マ
イ
ナ
ス
影
響
大
の
小
売
、外
食×

プ
ラ
ス
影
響
の
ネ
ッ
ト
通
販
だ
。し
か
し

個
人
事
業
主
を
始
め
と
し
た
小
規
模
事
業

者
に
と
っ
て
こ
の
業
態
へ
手
を
出
す
こ
と

へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。こ
こ
で
各
々
の
事
業
に
最
適
な

創
意
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、前
述
の
通
り
、コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
低
い
業
態
は
Ｄ
Ｘ
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。で
は
そ
う
し
て
危
機
を
乗
り
越
え
、

Ｄ
Ｘ
化
し
た
事
業
所
は
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
新
た
な
収
益
の
柱
が
で
き
、時
間
・
場

所
・
現
金
か
ら
解
放
さ
れ
、効
率
化
し
た

こ
と
で
余
計
な
経
費
や
労
力
が
節
減
さ
れ

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
経
営
体
質
な
ど

が
獲
得
で
き
る
。そ
れ
ら
を
獲
得
し
た
事

業
所
は
後
に
実
用
化
さ
れ
る
５
Ｇ
や
新
技

術
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
質
と
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。今
発
言
す
る
と
不
謹
慎

だ
が
、後
に
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
恩
恵

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。今
後
特
集
で
も
取
り
上
げ
る
予
定
の

Ｃ
Ｘ（
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
、対
面
サ
ー
ビ
ス
、お
も

て
な
し
）に
強
み
を
持
つ
多
く
の

日
本
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
と
い
う

武
器
を
駆
使
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、鬼
が
金
棒
を
得
た
よ
う
な

状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。フ
ィ
ジ
カ

ル
と
デ
ジ
タ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が

肝
要
な
の
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
医
療
的
な
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
各
国
政
府
が
進
め
る

と
同
時
に
、経
済
対
策
に
お
い
て
も
、政
府

の
み
な
ら
ず
、企
業
も「
カ
ネ
」が
循
環
し

な
い
危
機
感
か
ら
、こ
ぞ
っ
て
支
援
策
を

発
表
し
た
。日
本
国
内
で
は
日
銀
の
大
規

模
な
金
融
政
策
、実
質
無
金
利
の
金
融
政

策
、雇
用
調
整
助
成
金
・
持
続
化
補
助
金

の
拡
充
、個
人
へ
の
給
付
金
、各
国
政
府
で

も
規
模
に
差
は
あ
り
な
が
ら
も
同
様
の
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。世
界
の
企
業
で

は
Ｆａ
ｃ
ｅ
ｂｏｏ
ｋ
、Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
な

ど
が
小
規
模
事
業
者
向
け
の
補
助
支
援
を

表
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、当
所
中
小
企

業
相
談
所
で
は
、域
内
の
中
小
企
業
者
の

み
な
さ
ま
の
経
営
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、国
な
ど
の
各
種
支
援
施
策
を
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
親
切
丁
寧
・

的
確
に
ご
案
内
し
て
い
る
。

　
以
下
に
、中
小
企
業
向
け
支
援
策
を
紹

介
す
る
。

○
制
度
そ
の
１
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
貸
付

実
施
機
関
：
日
本
政
策
金
融
公
庫

制
度
の
特
徴
：
信
用
力
や
担
保
に
よ
ら
ず

一
律
金
利
と
し
、融
資
後
の
３
年
間
ま
で

０
・
９
％
の
金
利
引
き
下
げ
を
実
施
。据

置
期
間
は
最
長
５
年

融
資
対
象
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
所
定
の
要
件
を
満
た

す
範
囲
で
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
。

貸
付
期
間
：
設
備
投
資
20
年
以
内
、運
転

資
金
15
年
以
内

融
資
限
度
額（
別
枠
）：
中
小
事
業
３
億
円
、

国
民
事
業
６
０
０
０
万
円

金
利
：
当
初
３
年
間
は
基
準
金
利
か
ら
０
・

９
％
マ
イ
ナ
ス
、４
年
目
以
降
は
基
準
金

利
に
戻
る
。中
小
事
業
１
・
11
％
↓
０
・

21
％
、国
民
事
業
１
・
36
％
↓
０
・
46（
４

／
20
現
在
）

○
制
度
そ
の
２
・
危
機
対
応
融
資

実
施
機
関
：
商
工
組
合
中
央
金
庫

特
徴
：
制
度
そ
の
１「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
」と
同
じ
。

融
資
限
度
額
：
３
億
円

金
利
：
当
初
３
年
間
は
基
準
金
利
か
ら
０
・

９
％
マ
イ
ナ
ス
、４
年
目
以
降
は
基
準
金

利
に
戻
る
。１
・
11
％
↓
０
・
21
％

※

令
和
２
年
３
月
19
日
以
降
に
、商
工
中

金
か
ら
危
機
対
応
融
資
以
外
の
借
入
を

行
っ
た
方
に
つ
い
て
、要
件
を
満
た
す
場

合
に
は
本
制
度
の
遡
及
適
用
が
可
能
。

○
制
度
そ
の
３
・
マ
ル
経
融
資
の
金
利
引

き
下
げ（
通
称
：
コ
ロ
ナ 

マ
ル
経
）

実
施
機
関
：
日
本
政
策
金
融
公
庫

制
度
の
特
徴
：
商
工
会
議
所
等
の
経
営
指

導
を
受
け
ら
れ
た
小
規
模
事
業
者
様
に
対

し
て
、無
担
保
・
無
保
証
人
で
融
資
を
行

う
制
度
。

融
資
対
象
：
最
近
１
ヶ
月
の
売
上
高
が
前

年
又
は
前
々
年
の
同
期
と
比
較
し
て
５
％

以
上
減
少
し
た
小
規
模
事
業
者

資
金
の
使
い
み
ち
：
運
転
資
金
、設
備
資
金

担
保
等
：
無
担
保
・
無
保
証

融
資
限
度
額（
別
枠
）：
１
，０
０
０
万
円

金
利
：
当
初
３
年
間
は
経
営
改
善
利
率

（
１
・
21
％ 

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
）

か
ら
０
・
９
％
マ
イ
ナ
ス
、４
年
目
以
降

は
経
営
改
善
利
率
に
戻
る
。

○
制
度
そ
の
４
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連　
滋
賀
県
中
小
企
業
者
向
け
制
度
融

資（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
・
５
号
、

危
機
関
連
保
証
、緊
急
経
済
対
策
資
金
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
）

実
施
機
関
：
民
間
金
融
機
関

特
徴
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、売
り
上
げ
が
減
少
し
た
幅
広
い
中

小
企
業
に
対
し
、滋
賀
県
、民
間
金
融
機

関
、保
証
協
会
、商
工
会
議
所
等
が
連
携
す

る
融
資
制
度
。

融
資
限
度
額
：
３
，０
０
０
万
円
〜
２
億
円

金
利
：
０
・
０
〜
１
・
５
％　

※

当
初
３

年
間
の
実
質
金
利
０
％
と
な
る
利
子
補
給

制
度
追
加
の
予
定

保
証
料
率
：
０
・
０
〜
１
・
２
％　

※

融
資
限
度
額
、金
利
、保
証
料
率
は
該
当

の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
。

○
制
度
そ
の
５・特
別
利
子
補
給
制
度（
制

度
そ
の
１
〜
３
が
対
象
）

実
施
機
関
：
日
本
政
策
金
融
公
庫
、商
工

組
合
中
央
金
庫

制
度
の
特
徴
：
制
度
そ
の
１
〜
３
に
よ
り

借
入
を
行
っ
た
中
小
企
業
者
等
の
う
ち
、

売
上
高
が
急
減
し
た
事
業
者
な
ど
に
対
し

て
、利
子
補
給
を
実
施
。公
庫
等
の
既
往

債
務
の
借
換
も
実
質
無
利
化
の
対
象
に
。

融
資
要
件
：
制
度
そ
の
１
〜
３
に
よ
り
借

入
を
行
っ
た
中
小
企
業
者
等
の
う
ち
、以

下
の
要
件
を
満
た
す
も
の

個
人
事
業
主（
事
業
性
の
あ
る
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
や
小
規
模
）：
要
件
な
し

小
規
模
事
業
者（
法
人
事
業
者
） ：
売
上
高

▲
15
％
減
少

中
小
企
業
者（
上
記
を
除
く
事
業
者
）：
売

上
高
▲
20
％
減
少

資
金
の
使
い
み
ち
：
運
転
資
金
、設
備
資

金
、借
換
資
金

担
保
等
：
無
担
保
・
無
保
証

融
資
限
度
額
：
小
規
模
事
業
者 

３
，０
０

０
万
円
、中
小
企
業 

１
億
円

※

利
子
補
給
上
限
額
は
新
規
融
資
と
公
庫

等
の
既
往
債
務
借
換
と
の
合
計
金
額

利
子
補
給
：
借
入
後
当
初
３
年
間
、実
質

金
利
０
％
に
な
る
よ
う
に
補
助
、４
年
目

以
降
は
各
メ
ニ
ュ
ー
の
利
率
に
戻
る
。

お
問
合
せ
先
：

中
小
企
業
庁  

中
小
企
業 

金
融
・
給
付
金

相
談
窓
口 

℡
０
５
７
０-

７
８-

３
１
８
３

○
制
度
そ
の
６
・
持
続
化
給
付
金

実
施
機
関
：
経
済
産
業
省　
中
小
企
業
庁

開
始
時
期
：
５
月
以
降
の
予
定

制
度
の
特
徴
：
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、特

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
、事
業
の
継
続
を
支
え
、再
起
の
糧

と
な
る
、事
業
全
般
に
広
く
使
え
る
給
付

金
を
支
給
。

給
付
対
象
者
：
中
堅
企
業
、中
小
企
業
、小

規
模
事
業
者
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
個

人
事
業
者
等
、そ
の
他
各
種
法
人
等
で
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、売
上
が
前
年
同
月
比
で
50
％
以
上
減

少
し
て
い
る
者

給
付
額
：
前
年
の
総
売
上（
事
業
収
入
）か

ら（
前
年
同
月
比
▲
50
％
月
の
売
上×

12
ヶ
月
）を
引
い
た
金
額
を
計
算
す
る
。

こ
の
算
出
方
法
に
よ
り
、法
人
は
２
０
０

万
円
以
内
、個
人
事
業
者
等
は
１
０
０
万

円
以
内
を
支
給

申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
を
予
定

お
問
合
せ
先
：

中
小
企
業
庁  

中
小
企
業 

金
融
・
給
付
金

相
談
窓
口 

℡
０
５
７
０-

７
８-

３
１
８
３

○
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置

趣
旨
：
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む

経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、事
業
活
動
の
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
、労
働

者
に
対
し
て
一
時
的
に
休
業
、教
育
訓
練

ま
た
は
出
向
を
行
い
、労
働
者
の
雇
用
維

持
を
図
っ
た
場
合
に
、休
業
手
当
等
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
。今
回
の
特
例
措
置

で
は
、通
常
の
雇
用
調
整
助
成
金
以
上
に

要
件
が
緩
和
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
る
事
業
主
は
、広
く
特
例

措
置
の
対
象
と
な
る
。

緊
急
対
応
期
間
：
４
／
１
〜
６
／
30

助
成
内
容
：
大
企
業 

２
／
３
、中
小
企
業 

４
／
５

支
給
限
度
日
数
：
１
年
間
で
１
０
０
日

（
４
／
１
〜
６
／
30
ま
で
の
他
）

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

彦
根 

℡
０
７
４
９-

２
２-

２
５
０
０

○
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　
小
規
模
事
業
者
等
が
、地
域
の
商
工
会

特集 新型コロナウイルス 自粛との共存
ウイルスに煽られ否応なく進むDX

補
助
上
限
額
：
50
万
円（
コ
ロ
ナ
関
連
特

別
枠
は
１
０
０
万
円
）

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
：
当
所
中
小
企

業
相
談
所
℡
０
７
４
９-

２
２-

４
５
５
１

○
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

　
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化

等
を
支
援
。５
月
か
ら
ベ
ン
ダ
ー
・
ツ
ー

ル
登
録
を
開
始
し
、同
時
に
補
助
事
業
者

の
申
請
受
付
を
開
始
予
定
。

対
象
：
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者 

等

補
助
額
：
30
〜
４
５
０
万
円

補
助
率
：
１
／
２（
特
別
枠
は
、２
／
３
）

※

通
常
枠
で
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に

取
り
組
む
場
合
は
、審
査
に
お
い
て
加
点

申
請
開
始
：
６
月
中
旬
予
定

申
請
締
切
：
３
回
目
の
申
請
開
始
の
月
末

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、自
粛
、

３
密
回
避
で
進
む
Ｄ
Ｘ

消火器・消防ポンプ・消防器具
消防服装・消火栓器具・避難器具・保安用品
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議
所
ま
た
は
商
工
会
の
助
言
等
を
受
け
て

経
営
計
画
を
作
成
し
、そ
の
計
画
に
沿
っ

て
地
道
な
販
路
開
拓
等
に
取
り
組
む
費
用

の
２
／
３
を
補
助
す
る
。補
助
上
限
額
は

50
万
円
。ま
た
、公
募
開
始
後
、通
年
で
受

付
を
行
い
、約
４
か
月
ご
と
に
受
付
を
締

め
切
っ
て
、受
付
回
ご
と
に
審
査
・
採
択

を
行
う
。

申
請
期
間
：

第
２
回
受
付
締
切

　
２
０
２
０
年
６
月
５
日（
金
）

第
３
回
受
付
締
切

　
２
０
２
０
年
10
月
２
日（
金
）

第
４
回
受
付
締
切

　
２
０
２
１
年
２
月
５
日（
金
）

﹇
郵
送
：
締
切
日
当
日
消
印
有
効
﹈

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
中
国
武
漢
に
端
を
発
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。

世
界
の
感
染
者
は
３
０
０
万
人
を
超
え
、

今
も
な
お
感
染
者
は
増
え
続
け
て
い
る
。

収
束
が
見
え
ず
、各
国
政
府
が
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
、ウ
イ
ル

ス
か
ら
飛
び
火
し
、世
界
経
済
を
揺
る
が

す
も
の
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
世
界
恐
慌
を

論
じ
る
専
門
家
の
未
来
予
想
が
現
実
味

を
帯
び
て
き
て
い
る
。

　
不
易
流
行
４
月
号
で
柴
山
桂
太
氏
が

こ
う
な
っ
た
現
状
で
真
に
多
く
の
人
命

を
奪
う
も
の
は
世
界
恐
慌
で
あ
る
と
予

言
さ
れ
た
通
り
、こ
れ
を
回
避
す
る
た
め

に
我
々
が
今
で
き
る
こ
と
は
こ
の
状
況

下
に
お
い
て
、い
か
に
経
済
を
循
環
さ
せ

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
原
点
に
立
ち
返
り
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、

自
粛
、３
密
回
避
を
続
け
な
が
ら
、サ
ン
・

シ
モ
ン
主
義
で
い
う
と
こ
ろ
の「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」「
ア
イ
デ
ア
」を
循
環
さ
せ
、経
済

の
好
循
環
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。柴
山
桂
太
氏
の
コ
ラ
ム
か
ら
あ
え

て
引
用
し
よ
う「
財
政
出
動
で
つ
な
ぐ
？

…
…

無
理
で
あ
る
」。

　
他
力
本
願
か
ら
脱
却
し
、Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ 

５
・
０
に
向
け
て
動
き
出
す
時
で

あ
る
。今
回
の
特
集
で
は
、こ
の
危
機
を

い
か
に
乗
り
越
え
、む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、更
に
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す

た
め
の
方
法
を
政
策
と
共
に
整
理
し
た

い
。

　
前
述
の『
原
点
に
立
ち
返
っ
て
サ
ン
・

シ
モ
ン
主
義
で
い
う
と
こ
ろ
の「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」「
ア
イ
デ
ア
」を
循
環
さ
せ
る
』と

い
う
こ
と
を
、現
在
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
・

自
粛
・
３
密
回
避
の
中
で
整
理
す
る
と
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
「
モ
ノ
」は
Ｅ
Ｃ（
ネ
ッ
ト
販
売
）を
フ

ル
活
用
し
て
在
庫
処
分
・
販
売
、も
し
く

は
仕
入
れ
る
。Ｅ
Ｃ
を
導
入
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
は
こ
の
機
会
に
す
ぐ
に
導
入
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。対
面
し
か
あ
り

え
な
い
観
光
・
飲
食
・
美
容
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
売
り
と

す
る
事
業
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

予
約
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
限
定

ク
ー
ポ
ン
の
発
行
な
ど
で
販
促
す
る
こ
と

が
で
き
る
。飲
食
で
あ
れ
ば
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
開
始
と
、Ｗ
ｅ
ｂ
ク
ー
ポ
ン
と
の
連

動
だ
ろ
う
。自
粛
で
も
人
間
な
ら
、美
味

し
い
も
の
は
食
べ
た
い
は
ず
だ
。教
育
・

セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
、

ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
今
こ
そ
活
用

し
な
い
手
は
な
い
。

　
「
カ
ネ
」は
自
ず
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
。衛

生
面
か
ら
考
慮
し
て
も
現
金
よ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
方
が
安
全
・
安
心
だ
ろ
う
。

　
「
ア
イ
デ
ア
」は
、Ｄ
Ｘ（
企
業
が
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し
、デ
ー

タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、顧
客

や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、製
品
や
サ
ー

ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と

と
も
に
、業
務
そ
の
も
の
や
、組
織
、プ
ロ

セ
ス
、企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、競
争

上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
）の
基
本
構
成

要
素「
モ
バ
イ
ル
」「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」「
ク

ラ
ウ
ド
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」の
４
つ
の
要
素

を
活
用
す
れ
ば
い
い（
第
３
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）。

● 「
モ
バ
イ
ル
」は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
。

● 「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」は「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

● 「
ク
ラ
ウ
ド
」は
既
存
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク

ラ
ウ
ド
を
使
う
の
が
手
っ
取
り
早
い
。情

報
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積

し
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
モ
バ
イ
ル
を
使
っ

て
取
り
出
す
。そ
れ
な
ら
家
で
も
で
き
る
。

● 「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」は
既
存
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
フ

ル
活
用
し
、独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
情
報
・
サ
ー
ビ

ス
を
発
信
し
て
い
け
ば
い
い
。サ
ー
ビ
ス

が
よ
り
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
自
ず
と
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
拡
大
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、自
粛
、３
密
回
避
と
い

う
状
況
に
お
い
て
、一
つ
ひ
と
つ
デ
ジ
タ

ル
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
で
、皮
肉
に

も
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
世
界

は
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
だ
ろ
う
。そ
の
新
た
な
世
界
へ
の
準

備
も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
で
は
著
名
な
ア
ナ
リ

ス
ト
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
大
の
業
種
、影
響
小
の

業
種
、需
要
増
で
プ
ラ
ス
影
響
の
業
種
を

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
集
計
し
て
い
る
。

　
結
果
を
見
る
と
小
売
、観
光
関
連
、中
国

生
産
関
連
、飲
食
業
、貿
易
関
連
、石
油
関

連
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
強
く
、逆
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
、通
販
、医
療
、イ
ン
フ

ラ
、食
料
・
日
用
品
関
連
は
根
強
い
印
象

だ
。人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
食
、

住
は
根
強
く
、販
売
手
段
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、娯
楽
と
し
て
家
で
も
楽
し
め

る
ゲ
ー
ム
が
好
調
と
い
う
形
だ
。

　
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
大
き
い
業
種
は
逆
に

プ
ラ
ス
影
響
の
業
態
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。組
み
合
わ
せ
と
し
て
想
像
し
や
す
い

の
は
、マ
イ
ナ
ス
影
響
大
の
小
売
、外
食×

プ
ラ
ス
影
響
の
ネ
ッ
ト
通
販
だ
。し
か
し

個
人
事
業
主
を
始
め
と
し
た
小
規
模
事
業

者
に
と
っ
て
こ
の
業
態
へ
手
を
出
す
こ
と

へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。こ
こ
で
各
々
の
事
業
に
最
適
な

創
意
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、前
述
の
通
り
、コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
低
い
業
態
は
Ｄ
Ｘ
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。で
は
そ
う
し
て
危
機
を
乗
り
越
え
、

Ｄ
Ｘ
化
し
た
事
業
所
は
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
新
た
な
収
益
の
柱
が
で
き
、時
間
・
場

所
・
現
金
か
ら
解
放
さ
れ
、効
率
化
し
た

こ
と
で
余
計
な
経
費
や
労
力
が
節
減
さ
れ

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
経
営
体
質
な
ど

が
獲
得
で
き
る
。そ
れ
ら
を
獲
得
し
た
事

業
所
は
後
に
実
用
化
さ
れ
る
５
Ｇ
や
新
技

術
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
質
と
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。今
発
言
す
る
と
不
謹
慎

だ
が
、後
に
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
恩
恵

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。今
後
特
集
で
も
取
り
上
げ
る
予
定
の

Ｃ
Ｘ（
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
、対
面
サ
ー
ビ
ス
、お
も

て
な
し
）に
強
み
を
持
つ
多
く
の

日
本
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
と
い
う

武
器
を
駆
使
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、鬼
が
金
棒
を
得
た
よ
う
な

状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。フ
ィ
ジ
カ

ル
と
デ
ジ
タ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が

肝
要
な
の
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
医
療
的
な
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
各
国
政
府
が
進
め
る

と
同
時
に
、経
済
対
策
に
お
い
て
も
、政
府

の
み
な
ら
ず
、企
業
も「
カ
ネ
」が
循
環
し

な
い
危
機
感
か
ら
、こ
ぞ
っ
て
支
援
策
を

発
表
し
た
。日
本
国
内
で
は
日
銀
の
大
規

模
な
金
融
政
策
、実
質
無
金
利
の
金
融
政

策
、雇
用
調
整
助
成
金
・
持
続
化
補
助
金

の
拡
充
、個
人
へ
の
給
付
金
、各
国
政
府
で

も
規
模
に
差
は
あ
り
な
が
ら
も
同
様
の
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。世
界
の
企
業
で

は
Ｆａ
ｃ
ｅ
ｂｏｏ
ｋ
、Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
な

ど
が
小
規
模
事
業
者
向
け
の
補
助
支
援
を

表
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、当
所
中
小
企

業
相
談
所
で
は
、域
内
の
中
小
企
業
者
の

み
な
さ
ま
の
経
営
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、国
な
ど
の
各
種
支
援
施
策
を
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
親
切
丁
寧
・

的
確
に
ご
案
内
し
て
い
る
。

　
以
下
に
、中
小
企
業
向
け
支
援
策
を
紹

介
す
る
。

○
制
度
そ
の
１
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
貸
付

実
施
機
関
：
日
本
政
策
金
融
公
庫

制
度
の
特
徴
：
信
用
力
や
担
保
に
よ
ら
ず

一
律
金
利
と
し
、融
資
後
の
３
年
間
ま
で

０
・
９
％
の
金
利
引
き
下
げ
を
実
施
。据

置
期
間
は
最
長
５
年

融
資
対
象
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
所
定
の
要
件
を
満
た

す
範
囲
で
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
。

貸
付
期
間
：
設
備
投
資
20
年
以
内
、運
転

資
金
15
年
以
内

融
資
限
度
額（
別
枠
）：
中
小
事
業
３
億
円
、

国
民
事
業
６
０
０
０
万
円

金
利
：
当
初
３
年
間
は
基
準
金
利
か
ら
０
・

９
％
マ
イ
ナ
ス
、４
年
目
以
降
は
基
準
金

利
に
戻
る
。中
小
事
業
１
・
11
％
↓
０
・

21
％
、国
民
事
業
１
・
36
％
↓
０
・
46（
４

／
20
現
在
）

○
制
度
そ
の
２
・
危
機
対
応
融
資

実
施
機
関
：
商
工
組
合
中
央
金
庫

特
徴
：
制
度
そ
の
１「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
」と
同
じ
。

融
資
限
度
額
：
３
億
円

金
利
：
当
初
３
年
間
は
基
準
金
利
か
ら
０
・

９
％
マ
イ
ナ
ス
、４
年
目
以
降
は
基
準
金

利
に
戻
る
。１
・
11
％
↓
０
・
21
％

※

令
和
２
年
３
月
19
日
以
降
に
、商
工
中

金
か
ら
危
機
対
応
融
資
以
外
の
借
入
を

行
っ
た
方
に
つ
い
て
、要
件
を
満
た
す
場

合
に
は
本
制
度
の
遡
及
適
用
が
可
能
。

○
制
度
そ
の
３
・
マ
ル
経
融
資
の
金
利
引

き
下
げ（
通
称
：
コ
ロ
ナ 

マ
ル
経
）

実
施
機
関
：
日
本
政
策
金
融
公
庫

制
度
の
特
徴
：
商
工
会
議
所
等
の
経
営
指

導
を
受
け
ら
れ
た
小
規
模
事
業
者
様
に
対

し
て
、無
担
保
・
無
保
証
人
で
融
資
を
行

う
制
度
。

融
資
対
象
：
最
近
１
ヶ
月
の
売
上
高
が
前

年
又
は
前
々
年
の
同
期
と
比
較
し
て
５
％

以
上
減
少
し
た
小
規
模
事
業
者

資
金
の
使
い
み
ち
：
運
転
資
金
、設
備
資
金

担
保
等
：
無
担
保
・
無
保
証

融
資
限
度
額（
別
枠
）：
１
，０
０
０
万
円

金
利
：
当
初
３
年
間
は
経
営
改
善
利
率

（
１
・
21
％ 

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
）

か
ら
０
・
９
％
マ
イ
ナ
ス
、４
年
目
以
降

は
経
営
改
善
利
率
に
戻
る
。

○
制
度
そ
の
４
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連　
滋
賀
県
中
小
企
業
者
向
け
制
度
融

資（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
・
５
号
、

危
機
関
連
保
証
、緊
急
経
済
対
策
資
金
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
）

実
施
機
関
：
民
間
金
融
機
関

特
徴
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、売
り
上
げ
が
減
少
し
た
幅
広
い
中

小
企
業
に
対
し
、滋
賀
県
、民
間
金
融
機

関
、保
証
協
会
、商
工
会
議
所
等
が
連
携
す

る
融
資
制
度
。

融
資
限
度
額
：
３
，０
０
０
万
円
〜
２
億
円

金
利
：
０
・
０
〜
１
・
５
％　

※

当
初
３

年
間
の
実
質
金
利
０
％
と
な
る
利
子
補
給

制
度
追
加
の
予
定

保
証
料
率
：
０
・
０
〜
１
・
２
％　

※

融
資
限
度
額
、金
利
、保
証
料
率
は
該
当

の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
。

○
制
度
そ
の
５・特
別
利
子
補
給
制
度（
制

度
そ
の
１
〜
３
が
対
象
）

実
施
機
関
：
日
本
政
策
金
融
公
庫
、商
工

組
合
中
央
金
庫

制
度
の
特
徴
：
制
度
そ
の
１
〜
３
に
よ
り

借
入
を
行
っ
た
中
小
企
業
者
等
の
う
ち
、

売
上
高
が
急
減
し
た
事
業
者
な
ど
に
対
し

て
、利
子
補
給
を
実
施
。公
庫
等
の
既
往

債
務
の
借
換
も
実
質
無
利
化
の
対
象
に
。

融
資
要
件
：
制
度
そ
の
１
〜
３
に
よ
り
借

入
を
行
っ
た
中
小
企
業
者
等
の
う
ち
、以

下
の
要
件
を
満
た
す
も
の

個
人
事
業
主（
事
業
性
の
あ
る
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
や
小
規
模
）：
要
件
な
し

小
規
模
事
業
者（
法
人
事
業
者
） ：
売
上
高

▲
15
％
減
少

中
小
企
業
者（
上
記
を
除
く
事
業
者
）：
売

上
高
▲
20
％
減
少

資
金
の
使
い
み
ち
：
運
転
資
金
、設
備
資

金
、借
換
資
金

担
保
等
：
無
担
保
・
無
保
証

融
資
限
度
額
：
小
規
模
事
業
者 

３
，０
０

０
万
円
、中
小
企
業 

１
億
円

※

利
子
補
給
上
限
額
は
新
規
融
資
と
公
庫

等
の
既
往
債
務
借
換
と
の
合
計
金
額

利
子
補
給
：
借
入
後
当
初
３
年
間
、実
質

金
利
０
％
に
な
る
よ
う
に
補
助
、４
年
目

以
降
は
各
メ
ニ
ュ
ー
の
利
率
に
戻
る
。

お
問
合
せ
先
：

中
小
企
業
庁  

中
小
企
業 

金
融
・
給
付
金

相
談
窓
口 

℡
０
５
７
０-

７
８-

３
１
８
３

○
制
度
そ
の
６
・
持
続
化
給
付
金

実
施
機
関
：
経
済
産
業
省　
中
小
企
業
庁

開
始
時
期
：
５
月
以
降
の
予
定

制
度
の
特
徴
：
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、特

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
、事
業
の
継
続
を
支
え
、再
起
の
糧

と
な
る
、事
業
全
般
に
広
く
使
え
る
給
付

金
を
支
給
。

給
付
対
象
者
：
中
堅
企
業
、中
小
企
業
、小

規
模
事
業
者
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
個

人
事
業
者
等
、そ
の
他
各
種
法
人
等
で
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、売
上
が
前
年
同
月
比
で
50
％
以
上
減

少
し
て
い
る
者

給
付
額
：
前
年
の
総
売
上（
事
業
収
入
）か

ら（
前
年
同
月
比
▲
50
％
月
の
売
上×

12
ヶ
月
）を
引
い
た
金
額
を
計
算
す
る
。

こ
の
算
出
方
法
に
よ
り
、法
人
は
２
０
０

万
円
以
内
、個
人
事
業
者
等
は
１
０
０
万

円
以
内
を
支
給

申
込
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
を
予
定

お
問
合
せ
先
：

中
小
企
業
庁  

中
小
企
業 

金
融
・
給
付
金

相
談
窓
口 

℡
０
５
７
０-

７
８-

３
１
８
３

○
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置

趣
旨
：
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む

経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、事
業
活
動
の
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
、労
働

者
に
対
し
て
一
時
的
に
休
業
、教
育
訓
練

ま
た
は
出
向
を
行
い
、労
働
者
の
雇
用
維

持
を
図
っ
た
場
合
に
、休
業
手
当
等
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
。今
回
の
特
例
措
置

で
は
、通
常
の
雇
用
調
整
助
成
金
以
上
に

要
件
が
緩
和
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
る
事
業
主
は
、広
く
特
例

措
置
の
対
象
と
な
る
。

緊
急
対
応
期
間
：
４
／
１
〜
６
／
30

助
成
内
容
：
大
企
業 

２
／
３
、中
小
企
業 

４
／
５

支
給
限
度
日
数
：
１
年
間
で
１
０
０
日

（
４
／
１
〜
６
／
30
ま
で
の
他
）

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

彦
根 

℡
０
７
４
９-

２
２-

２
５
０
０

○
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　
小
規
模
事
業
者
等
が
、地
域
の
商
工
会

補
助
上
限
額
：
50
万
円（
コ
ロ
ナ
関
連
特

別
枠
は
１
０
０
万
円
）

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
：
当
所
中
小
企

業
相
談
所
℡
０
７
４
９-

２
２-

４
５
５
１

○
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

　
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化

等
を
支
援
。５
月
か
ら
ベ
ン
ダ
ー
・
ツ
ー

ル
登
録
を
開
始
し
、同
時
に
補
助
事
業
者

の
申
請
受
付
を
開
始
予
定
。

対
象
：
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者 
等

補
助
額
：
30
〜
４
５
０
万
円

補
助
率
：
１
／
２（
特
別
枠
は
、２
／
３
）

※

通
常
枠
で
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に

取
り
組
む
場
合
は
、審
査
に
お
い
て
加
点

申
請
開
始
：
６
月
中
旬
予
定

申
請
締
切
：
３
回
目
の
申
請
開
始
の
月
末

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
強
い

業
種
業
態
の
洗
い
出
し

政
策
面
の
後
押
し
、大
企
業
の
支
援

Ｄ
Ｘ
で
も
た
ら
さ
れ
る

思
い
も
し
な
い
恩
恵

○制度その1・新型コロナウイルス
感染症特別貸付
https://www.jfc.go.jp/n/finance/sea
rch/covid_19_m.html
　
○制度その2・危機対応融資
https://www.shokochukin.co.jp/di
saster/corona.html

○制度その3・マル経融資の金利
引き下げ（通称：コロナ マル経）
https://www.jfc.go.jp/n/finance/se
arch/kaizen_m.html

○制度その4・新型コロナウイルス
関連滋賀県中小企業者向け制度融資
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan
/shigotosangyou/kigyou/309618.
html

○制度その5・特別利子補給制度
　（制度その１～３が対象）
お問合せ先：中小企業庁  中小企業 金融・
給付金相談窓口 TEL.0570-78-3183

○制度その6・持続化給付金
https://www.meti.go.jp/covid-19/p
df/kyufukin.pdf

○雇用調整助成金の特例措置
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisak
unitsuite/bunya/koyou_roudou/ko
you/kyufukin/pageL07.html

○小規模事業者持続化補助金
https://r1.jizokukahojokin.info/

○ＩＴ導入補助
https://www.it-hojo.jp/

○マイナス影響大の業種
小売、旅行、ホテル、航空、機械、自動
車、外食、交通、輸送、精密機器、素材
（非鉄・金属）、海運、レジャー（テーマ
パーク・イベント）、化粧品、エネルギー
○マイナス影響小の業種
電機、日用品、食品、IT・ソフトウェア、
半導体、5G、建設、電力・ガス、不動
産、情報通信
○需要増でプラス影響
テレビ、動画配信、医療、ゲーム関
連、ネット通販、テレワーク、医薬品・
バイオ
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詳しくは彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551までお気軽にお問合せください。

　深刻化するコロナウィルスの影響。未曽有の危機を前にして、国も特別な制度を数多く打ち出し
ています。無利子・無担保融資のような今必要な施策と同時に、コロナウイルス後を見据えた対応も
求められています。
　ピンチはチャンス。さまざまな施策を総活用して、次の一歩を踏み出しましょう！

１  持続化補助金（コロナウィルスに対応した特別な施策を含みます）
　持続化補助金は小規模な事業者の地道な販路開拓や、業務効率化の取り組みの支援に当たって、一部経費を補助するものです。
皆さまも、「新しい商品を開発したいのだけど、世の中に広めていくためにホームページが必要だ」、「ちょっとした加工機械が会社
にあれば、とても便利になるのに」という経験をお持ちかと思います。このような新しい試みを支援する補助金です。
補助金額：上限50万円
補  助  率：2/3（75万円の支出であれば、50万円が補助されるという意味です）
スケジュール：昨年度と異なり、随時応募をいただく形に変更されました。補助事業を行う期間に差はないため、好きなタイミングで
　　　　　　  応募いただけます。

【注意点】
対 象 者：小規模事業者のみ（中小企業全部ではない点に注意が必要です）
　　　　  商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く） 常時使用する従業員の数 5人以下
　　　　  それ以外　常時使用する従業員の数20人以下
作成環境：パソコンがない場合、作成ができません。Word等、Microsoft・Office製品が
　　　　  インストールされていることが必要です。
記載フォーマット：商工会議所用と商工会用が分かれています。
　　　　　　　　　当所で扱うことが可能なものは商工会議所用です。ご注意ください。

【活用事例（兵庫県）】
　豆腐店が手作り豆腐復活に際して、冷水ショーケースを導入し、宣伝のためにショップカードやパンフレット、看板、のぼり
旗を作成した事例です。
　設備導入により保管余力が増加し、衛生面のリスクが低下しました。また、通行客と来店客に看板、のぼり旗についてアン
ケートを取り、宣伝効果を確認しました。加えて、インターネットを活用した広報を行うことで、遠方からの購入客も増え、販
売数・売上高ともに大きく増加しました。

【コロナウィルスに関する持続化補助金の加点項目】 
新型コロナウイルス感染症加点として、直接的な影響（従業員等の罹患）、間接的な影響（売上減少）がある場合に加点がなされることが
追記されました。

【コロナウィルスに関する持続化補助金の加点項目】

令和2年度経済産業省関連補正予算案によれば、コロナウィルスの影響を受けた事業者に対して、特別枠で補助上限額や補助率を上げ
る予定です。
① ものづくり・商業・サービス生産性向上促進事業（ものづくり補助金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助上限額は1,000万円のまま＋補助率を1/2から2/3へ引き上げ
② 小規模事業者持続的発展支援事業（持続化補助金）　　  補助上限額を50万円から100万円へ引き上げ　＋　補助率は2/3のまま
③ サービス等生産性向上IT導入事業（IT導入補助金）　　  補助額は30万～ 450万円のまま　＋　補助率を1/2から2/3へ引き上げ

① 持続化給付金（業種：全般）
 　コロナウィルス感染症拡大により、特に大きな影響を受けている事業者に対して、事業の継続を支え、再起の糧となる、事業全 
　 般に広く使える給付金が支給される予定です。
　 給付対象者：中堅企業、中小企業、小規模事業者、フリーランスを含む個人事業者等、その他各種法人等で、新型コロナウイル
　　　　　　　ス感染症の影響により、売上が前年同月比で50％以上減少している者
　 給付額：前年の総売上（事業収入） - （前年同月比▲50％月の売上×12ヶ月）
　 ※上記の算出方法により、法人は200万円以内、個人事業者等は100万円以内を支給。

② サプライチェーン対策のための国内投資促進事業（業種：製造業）
 　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、我が国サプライチェーンの脆弱化が顕在化したことを受け、特定国に依存する製品・部 
　 素材、または国民が健康な生活を営む上で重要な製品等について、国内へ生産拠点等を整備しようとする際の設備導入等を 
　 支援します。→日本に製造を戻す費用
③ 海外サプライチェーン多元化等支援事業（業種：製造業）
　 日本への製品・部素材の供給を目的とする海外製造拠点の複線化等に向けた設備導入・実証事業・事業実施可能性調査等を
　 支援します。→ASEAN諸国への追加設備投資を推進する費用

※②③は、製造業に対して実施予定の補助施策です。詳細につきましては現時点で明らかではない点も多いため、随時、不易流行
　等にて掲載予定です。

　コロナウィルスの影響により、平常時からサプライチェーンの寸断や、従業員が出社できない事態への対応が必要なことが明らかにな
りました。国ではこういった非常時に対応するための計画認定を進めており、「事業継続力強化計画」の認定制度が始まっています。
　ひな形もあり、様々な計画の中でも、特に作成がしやすく配慮されています。

事業継続力強化計画認定のメリット：
① 非常時に、働く方の命を守り、早期の事業再開ができる可能性が高まります
② 販路開拓の際、お客様にきちんとした企業だと評価される可能性が高まります
③ ものづくり補助金等、各種補助金での加点がなされます

大切な点：事業継続力強化計画は認定を取得した後、実際に非常時に活用を頂くことがゴールです。毎年定期的に見直しを行い、全社員
や取引先への周知徹底をすることで、実際に使える計画に落とし込むことが可能です。

２  事業を継続するための計画作成（事業継続力強化計画）

その他に予定されている支援内容（全て令和2年度補正予算の成立が前提です）

中小企業相談所からのお知らせ

第２回受付締切 第３回受付締切 第４回受付締切

申請書類一式の送付締切 2020年６月５日（金）
【最終日当日消印有効】

2020年10月２日（金）
【最終日当日消印有効】

2021年２月５日（金）
【最終日当日消印有効】

採択結果公表 2020年８月頃予定 2020年12月頃予定 2021年４月頃予定

補助事業の実施期間 交付決定通知受領後から
2021年３月31日（水）まで

交付決定通知受領後から
2021年７月31日（土）まで

交付決定通知受領後から
2021年11月30日（火）まで

認定を取得した企業が使用可能なロゴ

情報掲載 https://r1.jizokukahojokin.info/

【コロナ特別対応型が追加されました】　※令和2年度補正予算の成立が前提

● 補助金額：上限100万円　　　　　　　　　　　　● 補助率：2/3
● 申請受付開始時期：５月１日（予定）　　　　  　　  ● 申請締切：5月15日（金）必着
※締切後も申請受付を継続し、複数回の締切を設け、それまでに申請のあった分を審査し、採択発表を行う予定。制度内容、予定は
　変更する場合があります。



7 彦根商工会議所通信 vol.74 不易流行 6

Treasure Hunting
OHMI

其
の
二
十
三 

普
門
山 

長
久
寺

彦
根
市
後
三
条
町
５
９　
ｔ
ｅ
ｌ 

０
７
４
９-

２
２-

０
９
１
４

が
、高
欄
擬
宝
珠
に「
奉
寄
進
寛
永
六
己
巳

五
月
吉
祥
日
庵
原
主
税
助
朝
真
」と
陰
刻

銘
が
あ
り
、建
築
様
式
手
法
も
江
戸
初
期

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。小
堂
な
が

ら
均
整
の
と
れ
た
建
物
で
、妻
飾
や
枓
栱

（
と
き
ょ
う
）、蟇
股（
か
え
る
ま
た
）の
彫

刻
な
ど
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、桃
山

形
式
を
受
け
継
い
だ
江
戸
時
代
初
期
仏
堂

の
好
例
と
し
て
、県
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　　
俳
人
森
川
許
六（
本
名
・
森
川
百
仲
）は

彦
根
藩
士
で
あ
る
。「
許
六
」の
号
は「
六
芸

に
秀
で
た
る
才
人
」と
芭
蕉
が
つ
け
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。「
蕉
門
十
哲
」（
芭
蕉
の
門

人
の
代
表
的
な
10
人
）の
ひ
と
り
で
あ
る
。

　
『
彦
陽
十
境
集
』は
許
六
の
死
後
75
年
を

経
た
寛
政
元
年（
１
７
８
９
）の
春
、深
山

飛
川（
ひ
せ
ん
）が
版
行
し
た
も
の
だ
。許

六
が
描
い
た
彦
根
城
外
の
名
勝
十
景
に
、

許
六
・
李
由
は
じ
め
門
人
た
ち
の
句
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。

　
十
景
と
は
、北
野
寺
梅
林
、普
門
山
白
櫻
、

庚
申
堂
藤
蘿
、鳥
籠
山
時
鳥
、愛
宕
新
樹
、

佐
和
峯
紅
葉
、西
湖
月
夜
、八
幡
秋
野
、松

原
時
雨
、磯
山
暮
雪
で
あ
る
。

　
許
六
は
普
門
山
長
久
寺
の
白
桜
の
季
節

を
十
景
の
ひ
と
つ
に
選
び「
清
水
の
人
た

ち
お
も
ふ
さ
く
ら
哉
」と
い
う
句
を
添
え

た
。白
桜
は
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
別
名
で
あ
る
。

古
来
よ
り
数
百
株
の
桜
が
献
上
さ
れ
花
の

咲
く
こ
ろ
は
見
事
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

　
「Treasure H

unting O
H
M
I

」は
旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
彦
根
城
世
界
遺

産
登
録
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

其
の
二
十
三
は「
普
門
山
長
久
寺
」。「
お
菊

の
皿
」が
よ
く
話
題
と
な
る
が
、彦
根
の
歴

史
を
語
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

寺
で
あ
る
。

　
雨
壺
山（
あ
ま
つ
ぼ
や
ま
）の
麓
に
あ
る

長
久
寺
は
高
野
山
の
善
應
僧
都
に
よ
っ
て

長
久
３
年（
１
０
４
２
）、平
安
時
代
に
開

創
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。延
久
年
間（
１
０
６

９
〜
７
４
）、後
三
条
天
皇
の
帰
依
あ
つ
く
、

皇
后
の
祈
願
所
と
な
っ
て
い
た
。江
州
彦

根
観
音
と
も
呼
ば
れ
、観
音
堂
に
本
尊
千

手
観
世
音
菩
薩（
聖
徳
太
子
作
伝
）を
祀
る

古
刹
で
あ
る
。創
建
当
時
は
天
台
宗
の
大

寺
だ
っ
た
が
、永
正
７
年（
１
５
１
０
）京

極
・
六
角
氏
の
佐
和
山
合
戦
の
兵
乱
に
よ

っ
て
全
て
が
焼
失
し
往
古
の
面
影
は
残
っ

て
い
な
い
。舞
台
廻
廊
・
桜
町
門
前
・
ト
ウ

ラ
ウ
な
ど
の
字
名
が
名
残
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
長
久
寺
記
』に
、本
尊
の
千
手
観
音
は

兵
乱
に
よ
り
泥
水
の
中
に
棄
て
ら
れ
て
い

た
の
を
、後
三
条
村
の
民
が
杉
の
木
の
下

に
筵（
む
し
ろ
）を
敷
い
て
安
置
し
、形
ば

か
り
の
草
庵
を
結
び
奉
祠
し
た
。毎
年
、正

月
三
ヶ
日
の
間
、本
堂
の
縁
に
新
筵
一
枚

を
敷
く
の
は
、こ
の
故
事
に
よ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
平
成
18
年
、彦
根
市
指
定
保
存
樹
木
と

な
っ
た
境
内
の「
御
覧
の
梅
」は
、推
定
樹

齢
8
0
0
年
を
数
え
る
。鎌
倉
時
代
建
久

２
年（
１
１
９
１
）源
頼
朝
が
上
洛
の
途
中
、

大
堀
村
で
オ
コ
リ
を
病
み
、長
久
寺
山
の

鎮
守
で
祈
願
し
た
と
こ
ろ
快
癒
し
た
。頼

朝
は
感
謝
し
、長
久
寺
に
自
ら
紅
梅
を
植

え
崇
め
た
と
伝
わ
る（
頼
朝
が
参
詣
の
た

め
に
通
っ
た
道
を「
御
轡
道
」と
称
し
た
と

い
う
）。

　
「
御
覧
の
梅
」は
、関
ヶ
原
の
合
戦
後
、佐

和
山
城
攻
め
の
際
、平
田
山
に
陣
を
置
い

た
徳
川
家
康
が
、佐
和
山
城
落
城
後
に「
ご

覧
」に
な
っ
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
雨
壺
山
は
長
久
寺
山（
観
音

山
）、布
引
山
、天
王
山
、平
田
山
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
低
山
群
の
総
称
だ
。か
つ
て

山
頂
に
小
さ
な
窪
み
が
あ
り
、雨
が
降
る

と
池
が
で
き
、数
日
間
は
水
を
湛
え
て
い

た
と
い
わ
れ
、雨
壺
山
の
名
の
由
来
と
な

っ
た
。現
在
、長
久
寺
山
か
ら
佐
和
山
の
全

貌
が
見
て
取
れ
る
場
所
に
東
屋
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
、徳
川
家
康
と
と
も

に
井
伊
直
政
も
こ
の
場
所
に
立
っ
た
に
違

い
な
い
。

　
彦
根
藩
は
長
久
寺
を
彦
根
城
堅
固
・
福

徳
安
全
の
祈
願
寺
と
定
め
、代
々
の
藩
主
、

家
老
、先
覚
者
の
帰
依
が
深
く
、荒
廃
し
て

い
た
寺
は
井
伊
家
の
家
臣
に
よ
り
再
興
が

な
さ
れ
て
い
く
。

　
寛
永
６
年（
１
６
２
９
）本
堂
建
立
、寛

文
９
年（
１
６
６
９
）鐘
撞
堂
が
沢
村
角
右

ヱ
門
に
よ
り
建
立
、享
保
16
年（
１
７
３

１
）に
は
奥
の
院
と
し
て
山
上
に
慈
眼
閣

が
西
郷・木
俣・中
野
の
三
家
老
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
、阿
弥
陀
如
来
像
や
五
百
羅
漢

等
が
安
置
。そ
の
ほ
か
、延
命
地
蔵
を
西
郷

家
が
、稲
荷
明
神（
勝
扇
大
明
神
）を
藤
田

治
郎
左
ヱ
門
が
、弁
財
天
社
を
庵
原
家
が

寄
進
し
て
い
る
。

　
本
堂
に
つ
い
て
明
ら
か
な
記
録
は
な
い

て
い
る
。後
三
条
の
小
字
名
に
桜
町
門
前

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
理
解
で
き
る
。

　
奇
を
衒
う
観
光
と
は
異
な
り
、彦
陽
十

境
を
巡
る
遠
望
の
旅
は
、歴
史
を
愉
し
む

城
下
町
に
相
応
し
く
思
え
る
。

　
長
久
寺
に
は
歴
史
を
物
語
る
石
碑
や
塚

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
山
本
聖
與
君
之
碑
」。明
治
政
府
の
行

政
書
記
官
、滋
賀
県
の
要
職
を
歴
任
し
た

山
本
聖
與
の
人
徳
を
永
く
顕
彰
す
る
こ
と

を
願
い
、彦
根
藩
最
後
の
藩
主
井
伊
直
憲

公
が
額
を
書
き
、谷
鉄
臣
が
撰
文
、彦
根
藩

が
生
ん
だ
書
聖
日
下
部
鳴
鶴
の
筆
に
よ
る

石
碑
で
あ
る
。

　
「
堀
巌
山
文
塚
」。頼
山
陽
の
門
人
。彦
根

藩
士
真
壁
氏
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、芸
藩

（
広
島
）の
儒
者
堀
杏
庵
の
養
子
と
な
り
、

多
く
の
功
績
を
あ
げ
た
が
、31
歳
で
病
の

た
め
亡
く
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
「
龍
草
廬
文
塚
」。龍
草
廬
は
、江
戸
中
期

を
代
表
す
る
儒
学
者・漢
詩
人
で
あ
る
。宝

暦
6
年（
1
7
5
6
）藩
の
儒
学
者
と
し
て

採
用
さ
れ
、以
来
約
20
年
間
、彦
根
で
暮
ら

し
た
。龍
草
廬
文
塚
の
辺
り
は
、か
つ
て
行

者
堂
が
あ
り
、明
る
く
開
け
た
草
地
の
向

こ
う
に
湖
が
見
え
る
。龍
草
廬
の
愛
し
た

風
景
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、「
お
菊
の
皿
」は
中
国
古
来

の
白
磁
洲
浜
文
様
の
皿
。井
伊
直
政
が
関

ヶ
原
の
合
戦
の
戦
功
に
よ
り
徳
川
家
康
か

ら
拝
領
し
、大
坂
の
陣
の
功
に
よ
り
孕
石

家
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
話

は「Treasure H
unting

」で
は
な
く
別

の
機
会
に
…
…
。

▶長久寺本堂（観音堂） ／江戸時代初期　 滋賀県指定文化財▶毘沙門天立像／平安時代　彦根市指定文化財 ▶不動明王立像／平安時代　彦根市指定文化財

▶麓から虚空蔵堂、鐘楼堂、毘沙門堂

佐
和
山
城
合
戦
と
長
久
寺

長
久
寺
と
彦
根
藩

彦
陽
十
境 「
普
門
山
白
櫻
」

歴
史
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

参
考　
『
後
三
條 

今
昔
も
の
が
た
り 

』（
1
9
9
3
年
）、『
長
久

寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、『
彦
根
史
話
・
下
』、『
彦
根
遊
び
博
・ 

雨
壺
山
の
自
然
と
歴
史
』（
滋
賀
大
学
２
０
０
７
年
）他

観
音
堂
の
本
尊
千
手
観
音
立
像（
室
町
時
代
）の
脇
侍
像
で
、観
音
を
中
央
に
向
か
っ
て
右
に
不
動
明

王
、左
に
毘
沙
門
天
を
配
す
る
天
台
系
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。両
像
と
も
忿
怒
像
と
し
て
は
動
き

の
少
な
い
静
か
な
姿
態
に
ま
と
め
ら
れ
、全
体
に
穏
や
か
な
モ
デ
リ
ン
グ
を
施
し
て
い
る
。相
好（
そ

う
ご
う
：
表
情
・
か
お
つ
き
）も
直
接
怒
り
の
表
情
を
露
に
す
る
の
で
は
な
く
、内
に
お
さ
え
る
よ
う

に
抑
制
し 

て
あ
ら
わ
さ
れ
、忿
怒
像
ま
で
も
優
美
な
感
覚
で
作
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
平
安
時
代
後
期

の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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３
月
２
日
当
所
に
て
、小
出
会

頭
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進

委
員
会
の
木
村
委
員
長
、志
賀
谷

専
務
理
事
、滋
賀
大
学
よ
り
田
中

経
済
学
部
長
、真
鍋
教
授
、学
生

３
名
他
出
席
の
下
、滋
賀
大
学
世

界
遺
産
学
講
座
・
現
地
ツ
ア
ー
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
田
中
学
部
長
か
ら
今
年
度
の

世
界
遺
産
学
講
座
の
総
括
が
報

告
さ
れ
、続
い
て
学
生
３
名
か
ら

タ
イ
の
現
地
ツ
ア
ー（
５
つ
の
自

然
・
文
化
遺
産
）の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
後
、最
後

に
小
出
会
頭
か
ら
総
評
が
あ
り
、

学
生
に
対
し
て
色
々
な
こ
と
に

興
味
を
も
ち
、さ
ら
に
広
い
視
野

で
学
ん
で
ほ
し
い
と
期
待
を
込

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

滋
賀
大
学
世
界
遺
産
学
講
座

現
地
ツ
ア
ー
報
告
会
を
開
催

め
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、終
了
と

な
り
ま
し
た
。

不易流行ウェブニュース打ち合わせ
３月16日　当所にて

（一社）近江ツーリズムボード
第５回理事会
３月16日　当所にて

小江戸ひこね町屋コンソーシアム
町家活用委員会
３月19日　当所にて

ＧＡＴ彦根　役員会
３月30日　当所にて

BIWAKOビエンナーレ事務局会議
４月２日　当所にて

会議・行事 開催報告

不易流行プラットフォーム
LINE版 ※登録無料
　当所では彦根版「第３のプラットフォーム」を進める一
環で「不易流行プラットフォーム」と題してLINEアカウ
ントを作成しました。紙面版不易流行のお店クーポンがこ
ちらでも発行されるほか、LINE版オリジナルのお得なク
ーポンも企画中！
　最新の経済情報、新型コロナウイルス対策を始めとした
リアルタイムな情報も発信していきます。是非お手持ちの
スマートフォンのLINEページからご登録ください!!

【登録手順】
お手持ちのスマホのLINEページを開く　➡　ホーム画面
を開く　➡　右上の人マーク＋をクリック　➡　左上の
「QRコード」をクリック　➡　QRコード読込用のカメラ
画面が開くので、このQRコードを読ませる　➡　不易流
行プラットフォーム　LINE版のページが開くので、ページ
を追加ボタンをクリック　➡　登録完了

　商工会議所では、地域の中小小売店等のPOS導入やJAN
コードの利用を支援するため、ＧＳ１事業者コードの申請受
付業務を行ってまいりましたが、昨今のデジタル化やネット
化の急速な進展から制度の見直しが行われ、本事業の委託元
である一般財団法人流通システム開発センターより商工会
議所を通じた業務委託を終了するとの申し出がありました。
　このため、令和２年３月31日をもちまして、商工会議所に
おけるＧＳ１事業者コードに関する業務を終了させていただ
きました。今後は下記のとおりご対応いただきますようお
願いいたします。
（１）すでにＧＳ１コードを利用されている場合【更新】
　更新時期を迎えた事業者様には、（一財）流通システム開
発センターから更新申請書が郵送されます。更新申請は、下
記HPから申請を行うか、更新申請書を （一財）流通システ
ム開発センターへ直接送付してください。
（２）新たにＧＳ１コードを利用される場合【新規登録】
　（一財）流通システム開発センターに直接申請してくださ
い。申請方法は下記HPをご確認ください。（商工会議所では
申請書類の配布・受付はいたしません。）
【お問合せ先】
（一財）流通システム開発センター
ホームページ https://www.dsri.jp/　　
TEL.03-5414-8511

　６月・７月に彦根商工会議所にて施行を予定しておりま
した下記検定試験は、 新型コロナウイルス感染症の拡大
防止と受験者の安全確保の観点から施行を中止とさせて
いただきました。

・第155回 日商簿記検定試験
・第219回 珠算・暗算検定試験
・第129回 段位認定試験
・第86回 リテールマーケティング（販売士）検定試験
・第40回 世界遺産検定試験

　滋賀県内の７商工会議所では、6月の簿記・珠算・暗算・
段位検定試験の中止が決定しました。
　県外の商工会議所における検定試験実施の有無につき
ましては、各地商工会議所のホームページや電話でご確認
ください。ただし、今後の感染拡大状況や各地商工会議所
の施行状況を踏まえ、全国一律で試験中止となる場合もあ
ります。

各地商工会議所の検索はこちら
https://links.kentei.ne.jp/
examrefer

NAVI検定試験
６・７月検定試験 中止のお知らせ

商工会議所におけるＧＳ1事業者コード
申請受付業務終了のお知らせ 彦根市立病院における滋賀県内感染症病床重点医療機関への指定を受けた

当所会員企業への医療資材提供のご報告とお願い

　この度の新型コロナウイルス感染症への対応に関しまし

て、地域総合経済団体である彦根商工会議所として、彦根市

立病院が必要とされる資材を取りまとめ、提供を行いました。

　彦根市立病院への資材提供につきましては、同病院が重

点医療機関に指定されたものの、現状では足りているが、こ

の先の不足に備えて不安が残る状況にあることをお聞きし、

今後の安定した受け入れ態勢の確保と医療従事者が安心し

て業務にあたれるよう、当所としても、同病院からの協力要請

防護服、N95マスク、ゴーグル、
レインコート（防護服の代用）、耳栓など

彦根商工会議所

彦根市立病院

会員事業所

医療資材

を受け止め、経済団体のネットワークを活かして、できる限り

の協力を行うことといたしました。

　現在、同病院においては、平常時の資材調達ルートでの入

手が困難となっている状況下で、当所会員事業所のなかで

も、特に関連のありそうな事業所へ個別にお願いし、緊急的

に協力を呼びかけたものです。

　特に、防護服、N９５マスク、ゴーグル、レインコート（防護

服の代用）、耳栓などをお願いしたところ、呼びかけに応じて

いただいた事業所から、予想を超える多くの資材が提供され

ました。この度、現時点で提供いただいた資材を取りまとめ、

彦根市立病院へ引き渡しましたのでお知らせします。

　当所としましては、引き続き広く会員事業所へ呼びかけ、不

足する資材を取りまとめて、随時、彦根市立病院へお届けし、

収束時期が見通せない新型コロナウイルス感染症対策に、少

しでも貢献できるよう協力してまいります。

滋賀県コロナウイルス感染防止
臨時支援金のご案内
　滋賀県では、新型コロナウイルス感染拡大防止のための
滋賀県における緊急事態措置が令和２年４月16日から令
和２年５月６日まで出されています。
　県の休業要請に応じて、緊急事態措置期間中(4月23日
～ 5月6日)、協力いただける事業者への臨時的な支援金
が創出されましたのでお知らせします。
　※4月23日以前から先行して営業自粛している事業者
も含みます。
【支援対象事業者】
県内に事業所がある中小の事業者のうち、県の休業要請を
受け、協力頂ける事業者
●中小企業：一律20万円　 ●個人事業主：一律10万円
【支援対象業種】
飲食店・料理店・喫茶店・和菓子屋・洋菓子店・居酒屋、ス
ナック、バー、パチンコ、麻雀、おもちゃ屋、学習塾、土産品
屋など。

申請受付開始は連休明けを予定。
申請期間や申請書類等の詳細は確定次第県HPに掲載され
ますので、ご確認ください。
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/
shigotosangyou/syougyou/311523.html
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Tech Kids Grand Prix
運営事務局（株式会社CA Tech Kids）
TEL 03-5459-0212
      （平日10：00-17：00）
grandprix@ca-techkids.com

作品についてのお問い合わせ先   

主催：彦根商工会議所／協賛：滋賀中央信用金
庫／後援：彦根市・彦根市教育委員会・国立大学
法人滋賀大学/協力：Tech Kids Grand Prix運
営事務局

エントリー・作品提出期間
2020年7月1日（水）～8月31日（月）23：59

コンテスト概要

応募資格 ● 彦根市在住・在学の小学生

応募作品 ● コンピュータプログラミング
　　　　　を用いて開発されたオリジ
　　　　　ナル作品

作品テーマ ● 自由

ジャンル   ● 自由

プログラミング言語

彦根商工会議所

近
代
の
彦
根
経
済
人  

第
一
回

大
東
義
徹

外出せずに自宅から応募！
休校中の今だから、今すぐできる、おうちでプログラミング

※表彰式は、10月上旬に市内会場にて開催予定です。

● 自由

▶大東義徹（彦根市立図書館蔵）

幕
末
・
明
治
維
新
の
大
東
義
徹

近
江
鉄
道
と
大
東
義
徹

帰
郷
後
の
大
東
義
徹

大
東
義
徹
の
人
柄

　
振
り
返
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、知
る

こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
が
あ
る
。日
本
の

資
本
主
義
の
父
渋
沢
栄
一（『
論
語
と
算

盤
』や
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
）に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　
「
温
故
知
新
」は
孔
子
の『
論
語
』に
あ

る
言
葉
だ
。原
文
は「
子
曰
、温
故
而
知
新
、

可
以
為
師
矣
」。「
以
っ
て
師
と
為
る
べ
し
」

と
続
く
。新
連
載「
近
代
の
彦
根
経
済
人
」

は
、近
代
の
先
人
に
学
び
、温
め
る
契
機
と

し
た
い
。何
故
、「
温
」の
文
字
な
の
か
は
、

孔
子
の
問
い
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　
第
１
回
は
、近
江
鉄
道
株
式
会
社
初
代
社

長
を
務
め
た
大
東
義
徹
を
と
り
あ
げ
る
。

　　
大
東
義
徹
は
、天
保
13
年（
１
８
４
２
）

７
月
、彦
根
藩
足
軽
の
小
西
貞
徹
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。幼
名
は
勘
蔵
、の
ち

に
信
左
衛
門
と
名
乗
っ
た
。河
上
吉
太
郎

に
砲
術
を
学
び
才
能
を
磨
き
、歩
行
、侍
身

分
に
登
用
さ
れ
、幕
末
の
動
乱
期
に
尊
王

攘
夷
派
の
志
士
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ

た
。大
政
奉
還
直
後
に
は
彦
根
藩
は
新
政

府
の
側
に
立
つ
べ
き
と
主
張
し
、戊
辰
戦

争
で
は
、彦
根
藩
の
軍
事
方
と
し
て
、東
北

地
方
ま
で
転
戦
し
て
い
る
。

　
明
治
の
戸
籍
編
成
の
と
き
、「
小
西
」と

い
う
姓
は
大
望
を
抱
く
身
と
し
て
は
相
応

し
く
な
い
と「
大
東
」と
改
め
て
い
る
。豪

胆
な
性
格
と
深
い
知
識
、そ
し
て
風
貌
が

西
郷
隆
盛
に
似
て
い
た
こ
と
で「
近
江
西

郷
」と
呼
ば
れ
た
。

　
明
治
２
年（
１
８
６
９
）、新
政
府
の
公

議
人
に
推
挙
さ
れ
、翌
年
に
少
参
事
に
任

命
さ
れ
た
。明
治
４
年
に
公
職
を
辞
し
、

岩
倉
遣
欧
使
節
団
に
と
も
な
っ
て
欧
米
諸

国
を
視
察
。帰
国
後
、司
法
省
の
役
人
と

な
り
、大
阪
裁
判
所
長
や
山
梨
裁
判
所
長

を
歴
任
し
た
。明
治
６
年
に
西
郷
隆
盛
が

征
韓
論
争
に
敗
れ
て
下
野
す
る
と
、同
調

し
て
彦
根
に
戻
り
、大
海
原
尚
義
・
西
村

捨
三
・
石
黒
務
・
外
村
省
吾
ら
と
と
も
に
、

明
治
８
年
に
彦
根
議
社（
の
ち
集
議
社
）

と
い
う
民
権
結
社
を
結
成
。明
治
10
年
に

西
南
戦
争
が
起
き
る
と
、西
郷
に
通
じ
た

と
の
嫌
疑
を
受
け
て
官
憲
に
身
柄
を
拘
束

さ
れ
、戦
争
終
了
後
に
釈
放
さ
れ
た
。

　
近
江
鉄
道
は
旧
彦
根
藩
士
が
発
議
し
、

明
治
の
近
江
商
人
の
資
力
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
鉄
道
で
あ
る
。

　
大
東
は
、明
治
23
年（
１
８
９
０
）の
第

１
回
総
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
選
ば
れ
、

明
治
31
年
、憲
政
党
を
与
党
と
す
る
第
一

次
大
隈
内
閣
が
組
閣
さ
れ
る
と
、司
法
大

臣
と
な
っ
た
。そ
の
３
年
後
、明
治
26
年

11
月
29
日
、滋
賀
県
在
住
の
発
起
人
44
名

か
ら
滋
賀
県
庁
を
へ
て
逓
信
大
臣
黒
田
清

隆
へ「
近
江
鉄
道
の
創
立
願
書
」が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　
創
立
願
書
に
よ
れ
ば
、同
鉄
道
は
蒲
生
・

神
崎
・
愛
知
の
三
郡
を
横
断
し
、世
上
に

名
高
い
江
州
米
な
ど
の
物
産
の
運
送
と
と

も
に
、伊
賀
伊
勢
・
濃
尾
・
加
越
と
つ
な
が

る
交
通
頻
繁
な
江
州
南
部
の
発
展
を
期
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
発
起
株
を
引
受
け
た
44
人
の
発
起
人
は
、

す
べ
て
鉄
道
建
設
予
定
地
か
ら
出
て
い
る
。

彦
根
町
か
ら
の
発
起
人
に
は
石
黒
務
・
林

好
本
・
堀
部
久
勝
ら
の
旧
彦
根
藩
士
の
名

前
が
見
ら
れ
る
。

　
近
江
鉄
道
建
設
に
お
い
て
主
導
権
を
握

っ
た
の
は
、旧
彦
根
藩
士
だ
っ
た
。鉄
道

設
立
の
主
唱
者
で
あ
り
、実
際
の
奔
走
者

は
、旧
彦
根
藩
士
の
大
東
義
徹
や
西
村
捨

三
で
あ
っ
た
。西
村
は
内
務
省
土
木
局
長
、

大
阪
府
知
事
、農
商
務
省
次
官
を
退
官
後
、

明
治
26
年
11
月
か
ら
北
海
道
炭
砿
鉄
道
の

社
長
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、彼
ら
の
働

き
か
け
に
応
じ
て
、小
林
吟
右
衛
門
を
は

じ
め
と
す
る
沿
線
の
近
江
商
人
が
発
起
人

に
参
加
し
た
の
だ
。

　
明
治
27
年
７
月
26
日
に
仮
免
状
が
下
付

さ
れ
た
が
、日
清
戦
争
の
た
め
創
立
事
務

は
中
断
さ
れ
、明
治
28
年
11
月
に
株
式
募

集
が
行
わ
れ
た
。戦
後
の
株
式
ブ
ー
ム
の

な
か
で
募
集
株
に
対
し
て
24
倍
の
申
込
み

が
あ
り
、最
終
的
に
２
万
株
、１
１
４
０
人

の
株
主
が
確
定
し
た
。株
主
構
成
は
滋
賀

を
ト
ッ
プ
に
大
阪
・
東
京
・
京
都
と
続
き
、

こ
の
上
位
４
府
県
で
全
株
主
の
95
・
８
％

を
占
め
、全
株
数
の
98
・
９
％
が
集
中
し

て
い
る
。

　
明
治
28
年
12
月
24
日
、京
都
有
楽
館
で

創
業
総
会
が
開
か
れ
、大
東
義
徹（
東
京

府
）が
社
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　　
明
治
34
年（
１
９
０
１
）、脱
党
し
た
大

東
義
徹
は
、同
年
９
月
、東
京
を
引
き
払

い
、犬
上
郡
青
波
村
安
清
の
杉
村
邸
を
購

入
し
て
、一
家
を
挙
げ
て
帰
郷
し
た
。

　
帰
郷
後
、大
東
は
明
治
36
年
の
総
選
挙

に
出
馬
せ
ず
、中
央
政
界
か
ら
距
離
を
置

き
、半
ば
引
退
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た

が
、義
和
団
事
件
を
機
に
満
州
を
占
領
し

た
ロ
シ
ア
と
日
本
と
の
関
係
が
緊
迫
化
し

た
こ
と
も
あ
り
、大
東
の
政
治
へ
の
関
心

が
冷
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。日
本
の
外

交
に
危
機
感
を
覚
え
、日
露
戦
争
中
は
戦

局
の
行
方
を
注
視
し
て
い
た
。

　
し
か
し
ま
も
な
く
、大
東
は
肝
臓
ガ
ン

を
患
い
京
都
帝
国
大
学
病
院
に
入
院
、明

治
38
年
４
月
８
日
に
死
去
す
る
。葬
儀
は

４
月
11
日
に
青
波
村
天
寧
寺
で
行
わ
れ
、

会
葬
者
は
神
鞭
知
常
、堀
部
久
勝
、井
伊
伯

爵
家
家
令
、日
下
部
鳴
鶴
、相
馬
永
胤
ら
１

０
０
０
名
余
り
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
同
年
10
月
、天
寧
寺
境
内
に
建
立
さ
れ

た「
正
三
位
大
東
君
之
碑
」に
は
、大
東
の

生
涯
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。文
も
書

も
篆
額
と
も
に
日
下
部
鳴
鶴
に
よ
る
希
少

な
も
の
で
あ
る
。

　
『
彦
根
郷
土
史
研
究
22
号
』（
彦
根
史
談

会
・
１
９
８
６
）に
、「
大
東
義
徹
と
籠
手

田
知
事
と
の
書
簡
」と
題
し
て
、世
良
琢
磨

が
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。世
良
は
大
東
の

娘
文
子
の
夫
で
あ
る
。

　
大
東
自
筆
の
書
簡
が
印
刷
さ
れ
、読
み

下
し
文
、解
読
、説
明
が
あ
る
。以
下
は「
説

明
」部
分
の
抜
粋
で
あ
る
。

　
『
大
東
た
ち
は
知
事（
県
令
）か
ら
御
馳

走
に
な
っ
た
ら
し
い（
大
東
は
ま
だ
大
臣

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
か
）。そ
の
時
、

知
事
は（
理
由
の
な
い
）金
一
封
を
扇
子
に

の
せ
て（
感
謝
の
意
を
示
す
作
法
）、列
座

の
一
同
に
く
れ
た
ら
し
い
。こ
の
手
紙
は
、

大
東
が
理
由
の
な
い
金
を
貰
う
こ
と
を
心

持
よ
く
思
わ
な
い
で
、そ
れ
を
知
事
に
返
す

に
当
っ
て
の
手
紙
で
あ
る
、と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
場
で
返
し
て
は
、知
事
は
赤
い
顔

を
せ
ん
な
ら
ん
で
あ
ろ
う
し
、貰
っ
て
帰

り
た
い
同
席
の
者
の
心
を
察
し
な
い
無
粋

の
仕
方
で
も
あ
る
。だ
か
ら
、一
応「
酒
で

前
後
を
忘
れ
て
」持
っ
て
帰
っ
た
形
に
し

て
、あ
と
で
自
分
は
返
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。そ
し
て
、紙
幣
を
く
れ
た
こ
と
も
、

一
同
が
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
も
、知

事
は「
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
た
間
の
出
来
事

で
誰
か
、多
分
秘
書
か
部
下
か
が
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
」と
、大
東
が
次
回
知
事
に
会

っ
た
時
に
、知
事
が
赤
い
顔
を
し
な
い
で

す
む
よ
う
に
、心
用
意
し
た
文
言
に
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
知
事
は
、大
東
の
不
浄
の
金
を
心
良
し

と
し
な
い
心
の
清
ら
か
さ
と
、周
り
の

人
々
を
傷
つ
け
な
い
配
慮
と
に
感
心
し
た

と
見
え
、こ
の
手
紙
を
大
切
に
子
孫
に
残

し
た
の
で
あ
ろ
う（
こ
の
手
紙
は
そ
の
孫

の
手
許
に
あ
る
）。そ
う
で
な
い
と
す
れ

ば
当
時
天
皇
に
直
属
す
る
高
い
地
位
に
あ

っ
た
知
事
が
、こ
ん
な
個
人
的
な
詫
び
状

な
ど
を
永
く
残
す
わ
け
が
な
い
、と
私
は

考
え
る
』。

　
「
不
浄
の
金
を
心
良
し
と
し
な
い
心
の

清
ら
か
さ
と
、周
り
の
人
々
を
傷
つ
け
な

い
配
慮
」、現
代
を
生
き
る
我
々
は
、そ
う

い
う
あ
た
り
ま
え
の
心
を
何
処
に
置
き
忘

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

参
考  『
新
修
彦
根
市
史
』『
彦
根
郷
土
史
研
究
』ほ
か

お
お
ひ
が
し
ぎ
て
つ

こ
う
む
ち

か   

ち
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Ma y. 2020女性会通信   

新型コロナウイルス関連情報
主に海外に進出されている企業様や海外とビジネスをされている企業様向けに、WEBサイトに特集として
関連情報をまとめています。各国の最新情報や、従業員対応に関する動画によるワンポイント解説など、新
型コロナウイルスに関連した情報を掲載していますので、是非お役立てください。

https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/

【経済産業省の支援策】
行政機関の提供する新型コロナウイルス感染症対策の事業者向け政府支援制度情報

検索サービス『ミラサポplus』
https://www.meti.go.jp/press/2019/03/20200323009/20200323009.html
中小企業庁で開発中のミラサポplusの「制度ナビ」を3月23日に先行的に部分オープン！
国が提供する支援制度から順次情報を登録されています。

このたび窪田陽介が 4 月 1 日付をもちまして、滋賀県庁へ帰任し、後任として井上忠明が着任いた
しました。前任者同様どうぞよろしくお願いいたします。

青年部通信

青年部伝言板 ■通常総会（ＷＥＢ総会） 於：エンジェルタッチ内  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

　桜の季節も過ぎはや新緑のまぶしい頃になろうとして
います。今年は桜が咲いてもウキウキした気分には程遠
く、お花見が楽しめませんでした。コロナウイルスが猛威
を振るい、まだまだ収束の兆しが見えません。先行きの見
えない不安な日々でございます。
　そんななかでも、商工会議所の前に植えたパンジー・水
仙・ガザニアがきれいに花を咲かせています。昨年6月12
日・7月2日・10月2日に、会員総出で草取りをして、土を耕
し、11月11日に、咲いた時を想像しながら「あの色の横は
この色がいいのでは」と、ワイワイ言いながら苗を植えま
した。
　春になり美しく咲き、道行く人の目を楽しませてくれて
います。商工会議所の近くを通りかかられた折に見ていた
だければ嬉しいです。　　　　  　㈱天晨堂　細江 正子

春をむかえて

　さて、世界中に甚大な影響をもたらしている新型コロナ感染
症により日本国内においても最悪の緊急事態となっております。
この先の女性会の活動も自粛を余儀なくされ、先の見えない状
態が続くことが予想されます。
　一同検討の結果、誠に残念でございますが、この回を持ちまし
て女性会通信をお休みさせていただきます。再開の日を楽しみ
に一旦筆を置かせていただきます。最後になりましたが、皆様の
安全とご健康をお祈り申し上げます。どうぞお気をつけください
ますよう心からお願い申し上げます。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員長　泉  久枝

　令和２年度は大変な幕明けとなりました。この危機状況が早く収束
し、皆様と楽しく活動できる日を楽しみにしております。皆が少しずつ
我慢して、自粛して、乗り切って参りましょう。　　　会長 渡邊 僖子

　新しい年度が始まりました。会員の皆様のご協力をよろしく
お願いいたします。

広報委員会 研修委員会 親睦委員会
委員長

副委員長

担当副会長 宮川 明美
㈱伊勢幾

細江 正子
㈱天晨堂
嶋津 慶子
㈱銀波 サムスィングフォー

辻 真理子
辻事務所
田中 圭子
㈱田中家石材

泉 久枝
㈱イズミ

上田 美佳
㈱千成亭風土

大塚 順子
㈱パリヤ

北川 きみ子
八ツ波印刷所

～令和２年度 新正副委員長が決まりました～ （敬称略）

お知らせ

お知らせ

ジェトロ滋賀海外展開でのご相談はジェトロ滋賀へ
      0749-21-2450　   SIG@jetro.go.jp

HPで検索！
https://www.jetro.go.jp/jetro/japan/shiga/

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

㈱
エ
ス
ウ
ィ
ン      

澤  

明
紀

　
「
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
」専
門
店
街

で
ワ
イ
ン
、日
本
酒
、焼
酎
の
専
門

店「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
サ
ワ
」の
店
長
と

し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。現
在
ワ

イ
ン
は
、歴
史
に
残
る
グ
レ
ー
ト
ヴ

ィ
ン
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
、素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
の
２
０
１
５
年
ボ
ル

ド
ー（
フ
ラ
ン
ス
）ワ
イ
ン
を
多
数

入
荷
い
た
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

日
本
酒
も「
久
保
田
の
正
規
取
扱

店
」と
し
て
販
売
し
て
い
る
お
店

で
す
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動
を
通
し

少
し
で
も
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

竜
蟠
虎
踞 

〜
輝
こ
う
！ 

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
〜

　
平
素
よ
り
、青
年
部
活
動
に
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
彦
根
商
工
会
議
所
青

年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）の
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
片
岡
純
一
郎
と
申
し
ま

す
。

　
今
年
度
の
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
80
名

の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
し
て
お
り
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
竜
蟠
虎
踞
〜
輝
こ

う
！ 

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
〜
」を
掲
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。竜
蟠
虎
踞
と

は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
あ
り
ま
す

が
、竜
や
虎
の
よ
う
に
抜
き
ん
で
た

力
が
あ
る
者
が
、地
域
に
留
ま
っ
て

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
様
子
を
指

し
ま
す
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
地
元

彦
根
で
事
業
を
営
み
、こ
の
地
彦
根

で
力
を
発
揮
し
、組
織
と
し
て
も
輝

き
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
取

り
組
む
所
存
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
幕
開
け

か
ら
大
激
動
の
時
代
を
迎

え
て
い
る
な
か
、国
や
経

済
、そ
し
て
今
ま
で
は
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

仕
事
や
生
活
ま
で
も
が
、

大
き
な
変
革
に
直
面
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代

に
お
い
て
、地
域
を
支
え
る
青
年
経

済
人
で
あ
る
我
々
は
、地
域
経
済
の

一
翼
を
担
う
団
体
で
あ
り
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
経
済
を
若
い
力
で
支
え
牽
引

す
る
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て「
共
に
学
び
」・「
共

に
育
つ
」成
長
の
場
を
生
み
、更
な
る

進
化
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、変
化
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
を

す
る
こ
と
で
、次
代
へ
の
先
導
者
と

し
て
輝
く
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
目
指
し
、

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、事
業
を
営

む
彦
根
で
竜
と
な
り
虎
と
な
り
輝
き

続
け
、持
て
る
能
力
や
力
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

 　

 　

 

㈲
双
葉
荘　
片
岡  

純
一
郎

り
ょ
う
ば
ん   

こ   

き
ょ

第
九
講 

10
月
14
日
（
水
）

蒲
生
氏
郷
の
章

講
談
・
旭
堂 

南
海
師
（
上
方
講
談
師
）

講
師
・
谷 

徹
也 

氏
（
立
命
館
大
学
文
学
部
准
教
授
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
析
・
小
野 

善
生 

氏
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

第
十
講 

11
月
11
日
（
水
）

片
桐
且
元
の
章

講
談
・
旭
堂 

南
海
師
（
上
方
講
談
師
）

講
師
・
太
田 

浩
司 

氏
（
長
浜
市
市
民
協
働
部
専
門
監
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
析
・
小
野 

善
生 

氏
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

特
別
番
外
編 

６
月
17
日
（
水
）

織
田
信
長
の
章

講
談
・
旭
堂 

南
海
師
（
上
方
講
談
師
）

講
師
・
桐
野 

作
人 

氏

 （
歴
史
研
究
家
・
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
客
員
研
究
員
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
析
・
小
野 

善
生 

氏
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

講
談
・
旭
堂 

南
海
師
（
上
方
講
談
師
）

講
師
・
谷
口 

徹 

氏
（
柏
原
宿
歴
史
館
館
長
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
析
・
小
野 

善
生 

氏
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

山
崎
氏
・
高
野
瀬
氏
・
高
宮
氏

彦
根
の
武
将
の
章

第
七
講 

７
月
８
日
（
水
）

第
八
講 

9
月
11
日
（
金
）

百
々
氏
・
田
付
氏
・
本
庄
氏

第
十
一
講 

12
月
23
日
（
水
）

石
田
三
成
の
章

講
談
・
旭
堂 

南
海
師
（
上
方
講
談
師
）

講
師
・
谷 

徹
也 

氏
（
立
命
館
大
学
文
学
部
准
教
授
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
析
・
小
野 

善
生 

氏
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

ヒストリア講座コーディネーター  谷口 徹氏

●各講座受講料
　 会員５００円／非会員・一般７００円／学生無料
●定員 各講座100名　
●会場  彦根ビューホテル１階ゴールドホール 
●時間 18：30開場・19：00スタート

問い合わせ
彦根商工会議所 彦根市中央町３-８
tel.0749-22-4551

神
近
江
の

強
者
た
ち

に
な
れ
な
か
っ
た

共催 :彦根商工会議所・滋賀中央信用金庫・近江ツーリズムボード
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　今回の不易流行では、2019年度（2016年度より開始）に一般社団法人近江ツーリズムボードにより実施された「彦根市観光客満足

度調査」の速報を公開。彦根市内観光エリア４箇所に調査ポイントを設定し、彦根市を訪れた日本人観光客にランダムでアンケート

調査を実施した結果、869枚（内外国人73枚）のサンプルを得ることができた。また、2017年から彦根市で初めてとなる外国人観光客

を対象とした満足度調査も引き続き実施し、経年比較が可能となった。本調査は2009年度に観光庁により全国50地域を対象に実施

された「観光地の魅力向上に向けた評価手法調査事業報告書」で実施されたアンケート票を使用し、アウトプットを揃えることで彦根

市以外の50都市とレベル感を比較することが可能となっている。観光入込客数や宿泊客数、外国人観光客数など彦根市が見習うべき

観光先進都市と比較することで彦根市の課題を推察できる他、客観的に見た彦根市の打ち出すべき魅力を知ることも期待できる。観

光庁の調査では最も多い地域のサンプル数で631であることから、今回の彦根市調査では更に精度の高いサンプル数が集まったとい

える。今回は新型コロナウイルスの影響を最も受け、厳しい情勢を必死に耐え忍んでいる観光業の皆様の再起の時に向けた仕込みの

一助とすべく、調査結果を元に各項目について考察し、彦根市観光の方向性について検証する。

地域経済データ

一般社団法人 近江ツーリズムボード   2019年度彦根市観光客満足度調査より　 　　　　（ 調査分析：滋賀大学産学公連携推進機構 ）

彦根市観光満足度調査速報

12の中小都市との観光満足度の比較
　観光庁調査の対象地域分類に基づくと、彦根市は中小都市に

位置付けられる。この中には、川越、飛騨高山、長浜、松江市など

彦根市と同様に文化歴史資源を観光に活かしている都市も含ま

れている。彦根市及び12の中小都市の観光満足度調査結果は

表１のとおりである。３指標とも昨年度より向上した。13都市

での順位を見ると、彦根市は、総合満足度は５位、紹介意向４位、

再来訪意向１位となり、いずれも11都市の平均を上回り、日本

を代表する中小都市であるといえる。但し、今年度の調査日の１

日がキャラ博だったことにも留意する必要がある。

　サービス品質で見ると、中小都市平均より明らかに上位にあ

るのは、「街並み景観」、「観光・文化施設の内容」、「観光・文化施

設の従業員のおもてなし」である。一方、明らかに低位にあるの

は、「宿泊施設の部屋の質」、「宿泊施設の従業員のおもてなし」、

「費用対効果」である。

日本人観光客の特徴
　日本人観光客の特徴としては、滋賀県、愛知県、岐阜県、京都

府、大阪府など概ね２時間圏の近県からの観光客が約５割を占

めている。

　３回以上のリピーターが約45%と、近県から四季のイベント

を楽しみに繰り返し訪れる観光地となっている。一方、約40%

が初訪問者であることにも留意する必要がある。彦根城、彦根城

博物館、玄宮園を代表とする歴史文化資源が彦根の最大の観光

資源であるが、季節のイベントやひこにゃん、食事とを合わせて

来訪される方が多く、20代から70代まで、家族連れからカップ

ル、団体客まで幅広い客層を集めている。

　今年度の彦根の総合満足度は5.78と昨年から0.07ポイント向

上した。観光庁調査（平成21年度実施）の12の中小都市平均は

5.75であり、それを上回る結果となった。昨年と比較するとほと

んどの世代で軒並み満足度が上がった。

　紹介意向は5.87（中小都市平均5.81）、再来訪意向は5.85（5.30）

で、昨年度と比較して紹介意向は0.09ポイント、再来訪意向は

表１　12の中小都市との観光満足度の比較

彦根観光の満足度を高めるために
　外国人満足度調査は、今後の彦根の観光を考える際の重要な

データを提供した。まず、外国人の総合満足度、紹介意向は日本

人観光客と比べてはるかに高いことが特筆される。外国人観光

客の多くは個人客で既に日本各地を回った日本通が多いと推察

され、初めての訪問となる彦根に対して高い満足度を示したこ

とは、彦根が国際的に通用する観光地となる高いポテンシャル

を持っていることを示唆している。

　これらの結果から今後注目すべきポイントは次の通りである。

　次号以降に紹介予定の「彦根市観光に関する経済効果測定調査」最新版では、日帰り観光客数・消費額、宿泊観光客

数・消費額ともに軒並み前年比小幅の増加という結果になっている。

　しかし「国宝・彦根城築城410年祭」が開催された2017年と比較すると2018年同様大幅減少だ。2018年に一旦平

年並みに戻り、2019年に底堅く増加、今回紹介した満足度調査においては総合評価では昨年比で大幅な飛躍となり、

量、質ともに底堅く向上した年となったことがうかがえる。

　世界遺産登録推進の施策も堅調に進捗しており、関係各所がこの調子で地道な対策をしていけば、観光客が増加する

局面にきちんと対応できるかもしれない。この結果は地道な対策を仕組みに落とし込み、ルーチン化し、観光の底力を

つけるための成長軌道のファーストステップである。彦根市観光の繁忙期である春を直撃した新型コロナウイルスの影

響により2020年は大幅な下振れが予想されるものの、彦根市観光が強かに底堅く長期にわたって再起を図ることを期

待したい。

①本物を感じるプログラムの開発と発展

世界遺産を見据えた普遍的価値、「彦根城」、「大名庭園」、「大名

文化」、「江戸時代の町家、街並み」、「ひこにゃん」等、特に日本

人や外国人にとって、彦根で本物を鑑賞、体験できる価値は大

きい。

②近江「美食都市」プロジェクトの発展

日本人、外国人でも「食」への関心は大きい。近江「美食都市」

プロジェクトは時機を得た取り組みである。全国から人を集

める食イベントの実施など更なる発展が期待される。

外国人観光客の特徴
　３年目となる外国人観光客の満足度調査であるが、今年も想

定以上の満足度が得られた。

　外国人観光客は約９割が初めての訪問で、30代以下が約５割

を占めている。日本人観光客は30代以下は約２割に過ぎず、若

い層が多いことが特徴的である。国籍としては、欧米が多いのが

特徴的である。１週間以上の長期滞在者が多く、日本をあちこち

回っている姿が想像できる。

　外国人観光客が彦根で楽しかったこととして高く評価したこ

とは、彦根城を中心とした名所旧跡、自然・街並み景観、琵琶湖、

街歩き、グルメである。日本人と大きく異なる点は、彦根城を中

心とした名所旧跡、自然・街並み景観、琵琶湖への高い評価であ

る。一方、ひこにゃんはあまり評価されていない。サービス品質

の評価については、外国人観光客は,すべて6.0以上と高い評価

を示した。特に、自然景観、観光施設　従業員のおもてなしに対

する評価が高い。

表２ 　彦根で期待する楽しみ

0.79ポイント向上し、彦根を含めた13都市中、紹介意向は４位、

再来訪意向は１位となった。今年度の調査日にはご当地キャラ

博も含まれており、彦根好きな方が多かった点も否めないが、こ

れまでの取組の成果が出ている。

　彦根の満足度を最も満足度が高かった飛騨高山と比べると、

「大変満足」や「ぜひ紹介したい」、「ぜひ再来訪したい」という割

合が低い。近年の観光客が求めるのは、そこでしか得られない、

その時にしか得られない「本物の感動」であり、彦根にはまだそ

のコンテンツが不足しているのではないだろうか。

　サービス品質に関しても、多くの項目で評価が上がった。食事

の内容、飲食店　店員のおもてなし、土産物・商品の内容の評価

が大きく上がり、美食都市の効果も少しずつ出てきているので

はないか。

＊黄色は20％以上

名所旧跡（彦根城、玄宮園、寺社仏閣など）
自然・街並み景観　
琵琶湖（散策、クルーズなど）
文化施設（博物館や美術館など）
野外スポーツ活動　
街歩き
地域の祭り、イベント
地域の文化・工芸体験
ひこにゃんとの出会い
映画やアニメの聖地巡礼
グルメ
買い物
帰省・親族や知人への訪問
その他

66.4%
30.9%
18.8%
4.0%
0.3%
29.9%
17.1%
1.9%
48.8%
0.8%
21.8%
14.6%
1.5%
1.3%

91.8%
64.5%
45.2%
15.1%
2.7%
28.8%
2.7%
2.7%
5.5%
0%

21.9%
8.2%
2.7%
0%

日本人 外国人

＊赤字は彦根市より高い都市、〇数字は彦根を含む13都市における順位。 

都　市 紹介意向総合満足度 再来訪意向

彦根市

全国地域平均 5.88 5.94 5.44

中小都市平均 5.75 5.81 5.30

唐津市 5.77 5.90 ③ 5.41

佐世保市 5.81 5.86 5.41

松江市 5.88 ③ 5.86 4.97

舞鶴市 5.34 5.35 5.01

長浜市 5.75 5.84 5.31

飛騨高山市 6.06 ① 6.09 ① 5.21

村上市 5.80 5.83 5.62 ③

穴水市 5.94 ② 5.85 5.64 ②

佐原市 5.71 5.80 5.28

川越市 5.64 5.86 5.49 

八戸市 5.69 5.72 5.35

小樽市 5.86 5.93 ② 5.36

5.73 ⑨ 5.82 ⑩ 5.11 ⑪

5.78 ⑦ 5.89 ④ 5.12 ⑪

5.71 ⑨ 5.78 ⑪ 5.06 ⑪

5.78 ⑤ 5.87 ④ 5.85 ①2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

③インバウンドプロモーション

外国人観光客の増加は、平日や冬季の集客となり、観光客を通

年平準化させ、地域経済にプラスの影響が期待される。外国

人観光客の満足度の高さは、彦根に大きなポテンシャルがあ

ることの証だ。

④駅から彦根城、彦根城下アクセスの改善

世界遺産都市を見据えたパークアンドバスライドの常設化、

彦根駅・彦根城郭のトランジットエリア化、GSM（グリーンス

ローモビリティ）の導入、外国人観光客が安心して彦根城に

たどり着ける案内看板等のインフラ整備。

⑤感染症対策の徹底

現在、新型肺炎の感染が懸念されているが、彦根のような観光

都市においては観光客に対する予防対策、患者が出た場合の

対応策を検討する必要がある。外国人に対する対応も検討課

題である。
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●相談日：5月14日（木）午後1時～ 予約は随時電話受付中

T U G U M I

書家/継未-TUGUMI-代表 
前田鎌利師から、直接指導を受けることができます

前田鎌利師  　書家／プレゼンテーションクリエイター

1973年福井県生まれ。東京学芸大学 書道科卒業後、 独立書家として歩む。 2010
年よりソフトバンクアカデミア第1期生として参加し、初年度1位を獲得。孫正義氏
のプレゼンテーション作成も手がける。2013年独立起業し、プレゼンテーションを
はじめとしたビジネス書籍を出版し、著者累計23万部を超え、年間200社にて講演・
研修なども行う。書の活動においてはライブパフォーマンスや個展をNY、アジア、
ヨーロッパなど国内外にて実施。 未来へ日本文化を継いでいく活動として書道塾「継
未-TUGUMI-」を主催。700名を超える生徒様方に日々書を通じた内観することの
重要性を伝えている。

2020彦根プレミアム書道塾 
「ひこね継未塾」受講生募集中!!

申込み・問合せ 彦根商工会議所  TEL.22-4551

別途、継未塾会費   1ヵ月 1,500円
　　   ＊クレジットカードでの引き落とし

入会金 5,000円・受講料 1回2,000円
費 用

彦根2020プログラム予定 （各回 10：00～12：00） 
第１回　５月23日（土） 彦根商工会議所４階Aホール
テーマ　 「継未 書道塾について オリエンテーション

  書のお話」（鎌利）

第２回～第６回の予定は彦根商工会議所ウエブサイトで
ご確認ください。https://www.hikone-cci.or.jp 

地域事業者と住民、みんなでコロナショックを乗り越える！
テイクアウト・デリバリー特集ページ「おうち外食応援団」開設

　新型コロナウイルスは私たちの生活、経済、
そして生命さえも脅かし続け、回復の兆しも
解決策も見えないなか、皆で暗中模索する状
態が続いています。
　そこで今回、近江ツーリズムボード（以下
OTB）は地域の飲食店とご家庭のニーズに
応える取り組みとして、テイクアウト・デリバ
リーサイト「おうち外食応援団」を開設しまし
た。テイクアウトやデリバリー、仕出しを行っ
ている地域の事業者の店舗情報を無料で掲
載させていただき、住民の方々にご活用いた
だくというものです。
　事業者には営業自粛、個人には外出自粛が
要請されたことで、社会経済上も、精神衛生
上も、閉塞感が漂い続けている昨今、事業を
継続させるための力を尽くす事業者を支える
こと、また、地元の料理人が作るご馳走をテ
イクアウトやデリバリーすることで、ご家庭の

食卓がレストランに早変わりし、家族団らんの
場をより明るくすることが狙いです。
　OTBはこれまで、産官学民と連携する地
域のDMO団体として、地元の事業者と住民
の方々のご協力のもと、湖東地域で魅力ある
地域づくりを行ってまいりました。「おうち外
食応援団」の特集を通して、地域の皆様と一
丸となって新型コロナウイルスに負けない地
域、そして、地域の事業者と住民の皆様自身
が誇りに思える地域づくりを行なえることを
強く願っております。

◆掲載エリア： 彦根市、近江八幡市、米原市、
　愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町
◆掲載店舗数：約50店舗
◆掲載料： 無料
　※今年度は無料でご提供いたします
◆申込： 随時受付中

日本版DMO・一般社団法人

 https://oh-mi.org

＊4月18日の講座を新型コロナウイルス感染防止対策のため延期とさせていただきました。

Tel0749-22-5580お問合せ （一社）近江ツーリズムボード info@oh-mi.org

近江ツーリズムボード ウェブサイト「おうち外食応援団」   https://bishoku.oh-mi.org/ouchi

エコーホールピアノメンバー募集
▶毎月指定する日時
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金  登録料 2,000円（初回登録日～3月末日）
　1時間3,500円／1.5時間4,500円／2時間5,000円／
　2.5時間6,000円／3時間7,000円
　（ホール･空調･照明･ピアノ料金含む）
ひこね市文化プラザのエコーホールとコンサートピアノを独
り占めしてみませんか？
ピアノを愛する方々に、エコーホールの優れた建築音響のな
か、世界の名器と呼ばれる外国製コンサート用グランドピア
ノにより贅沢な練習を行っていただけます。練習風景の撮影
もOKです。発表会・コンサートの練習にピッタリです。ぜひ
ご利用くださいませ。

ひこね市文化プラザ TEL.26-8601・https://bunpla.jp

観光施設の閉鎖や臨時休業のお知らせ
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、彦
根市の各施設は、5月31日（日）まで閉鎖または
休館となります。
主な施設…彦根城・玄宮園、彦根城博物館、開国
記念館、彦根市観光案内所、彦根観光センター、
彦根城内観光駐車場  等
　その他、ひこにゃんの定時登場、ボランティア
ガイドによる観光ガイド、レンタサイクル「めぐ
りんこ」も5月31日（日）まで中止となります。

※閉館等の期間については、今後の状況により延
　長されることがあります。詳しくは各施設に
　お問合せください。

5 月 イベ ントガイド（ 2020年5月1日 時点 ）

1.事業・イベント・会合等の実施に関する方針（更新）

　以下の「基本原則」「開催の基準」に関わらず原則として期間中は延期ま
たは中止します。
　なお、特定の参加者による、事業・組織の意思決定のために必要な役員
会、委員会、執行部会等についても、原則中止とし、メールあるいはウェブ
会議等で対応します。
　また、今後の国・県の方針や市内の感染者発生状況によっては、変更する
場合があります。

基本原則
（１）屋内で開催する、不特定多数を対象とした事業・イベント・会合等
（２）屋外で開催する、不特定多数が密集する事業・イベント・会合等
（３）上記（1）～（2）に伴う飲食等

　なお、特定の参加者で、事業・組織の意思決定のための小規模な会合（役
員会、委員会、執行部会等）については、以下3.感染防止対策を徹底した
上で実施します。
　また、飲食等については、経済的損失が大きい昨今の状況を鑑み、懇親
会の代わりにお弁当・飲物を参加者に持ち帰りいただくなど、状況に応
じて工夫します。

開催の基準
１．定期的に換気ができる状態にあること
２．会場の広さを確保し、お互いの距離を１から２メートル程度空けるこ
　   とができること
３．近距離での会話や発声、高唱を避けることができること
４．極力短時間で終えるよう配慮すること
５．妊婦や高齢者、基礎疾患のある方に配慮できること

2.方針の適用期間（更新）
　上記方針の適用期間は2020年4月10日（金）から5月6日（水・振）まで
の間とします。
　なお、今後、国内における感染状況に応じて基準・適用期間を見直します。

3.感染防止対策の徹底
次の感染防止対策を徹底します。
（１）手洗い、マスクの着用を含む咳エチケット等、感染予防について会場
　　で周知徹底する（ポスター等の掲示およびアナウンス）。
（２）手指消毒剤を会場の入口やトイレ等に設置し、使用を呼びかける。
（３）参加者が共通に触れる器具、設備などの消毒の徹底（スポーツ器具、楽
　　器、パソコン等）。
（４）相互接触（握手・肩を組むなど）を回避する。
（５）当日に風邪のような症状（発熱、咳、倦怠感等）がある場合は、参加を控
　　えていただくよう依頼する。
（６）屋内施設の利用の場合は、参加者の連絡先の把握に努める。
（７）上記の他、「厚生労働省通知」および「滋賀県が主催するイベント開催
　　の考え方と開催時の対策」に準じた取り扱いをする。

　標記について、4月7日に政府から出された「新型コロナウ
イルス対応の特別措置法に基づく緊急事態宣言」と市内での
感染者発生を受け、3月25日付でお知らせした内容を、以下
の通り更新します。

彦根商工会議所における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた
主催事業・イベント・会合等への対応について 更新

※新型コロナウイルスの影響により急遽中止もしくは延期になる可
　能性があります。
※ご参加される方は、必ずマスク着用いただきますようよろしくお願
　いいたします。
※ご参加される方は、受付に消毒液をご用意いたしますので、手のひ
　らの消毒後、受付にお越しいただきますようよろしくお願いいたし
　ます。
※当日に発熱等の症状がある場合は、大変残念ではございますが、ご
　出席をお控えいただきますようご協力よろしくお願いいたします。

ひこねで朝市
▶5／17（日） ８：00～ 12：００
▶護国神社
　＊朝市専用無料駐車場あり
「滋賀・彦根こだわりもの、たのしいもの」
新鮮野菜・豆腐、湖魚・和洋菓子、惣
菜、植物、手作り雑貨など、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

新型コロナウイルスの影響により中止
になる可能性があります。ご来場前に
朝市のブログ等でご確認ください。
https://ameblo.jp/hikonede
-asaichi/
ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2020年6月15日まで 有効期限2020年6月15日まで 有効期限2020年6月15日まで

有効期限2020年6月15日まで 有効期限2020年6月15日まで

1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。
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お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と
させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮らしの中
でお使いいただける和ろうそくを幅
広く取り扱っております。
伝統工芸品である和ろうそくや貴
重なお香に興味のある方はぜひお
立ち寄りください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-22-6726
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店
和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

他券、他サービスとの

併用はご遠慮ください。
御料理 伊勢幾 うなぎや源内

お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025／火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

● うなぎ丼    2,100円（税別）～ 
● ひつまぶし  3,200円（税別）～

STOP Coronavirus
新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、パリヤでは、

各種の感染症予防対策を実施しております。

この感染症予防のためお客様には、より一層のご理解、

ご協力をお願いいたします。

株式会社パリヤ 彦根市長曽根南町472-2
tel.0749-22-0146  http://www.pariya.co.jp

 レジとサービスカウンターにビニール間仕切りを設置しました。レジ待ち時の間隔確保をお願いいたします。

前の人との間隔を１～２ｍ程度空けてお並びください。

あいだをあけよう

1～2m

配達・テイクアウト料理  消費税サービス

伊勢幾の味をご自宅でも堪能いただけるよう、各種お料理の配達
やテイクアウトを承っております。毎日の食事から祝事・仏事にも。
お気軽にお問合せください。

御料理 伊勢幾
〇 お弁当　　　　　  1,500円～
〇 松花堂弁当　　　  3,000円～
〇 うな重　　　 　　 2,400円
〇 オードブル（１人前）1,500円～
〇 寿司盛り各種・自家製だし巻き・
　 鍋セット各種、その他一品料理

彦根市錦町4番23号
tel.0749-22-0063
http://www.iseiku.jp

配達、テイクアウトは前日までにご予
約ください（配エリアは彦根市街地
近郊です）。写真:お弁当2,000円

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。また、
他券との併用はご遠慮ください。

ドリンク１杯無料

犬上郡甲良町池寺1-5 TEL.0749-38-3848 
営業時間11：00～15：00 年中無休

一休庵本店

TOFU CAFEオープン！
一休庵自家製の豆乳・豆腐を色々な形
で楽しめるカフェを一休庵西明寺前本
店内にオープンしました。できたての「豆
乳」は、皆さんに新しい体験をお約束し
ます。全商品、テイクアウトできますの
で安心してご来店ください。

T O F U  C A F E  1 9

ブランマンジェ（あずき）

新型コロナウイルスの経済的な影響を考慮したクーポ
ン広告の今後の予定について

　皆様に大変お世話になっております不易流行クーポ
ン広告ページでございますが、今般の新型コロナウイル
スの経済的影響を鑑み、影響の落ち着くまでの当面の
間、本頁を休止させていただきます。
　この期間に本頁の在り方も見直し、アフターコロナに
はさらにパワーアップした紙面をお届けできるよう編集
チーム一同精進して参りますので、当所及び不易流行を
今後とも何卒よろしくお願いいたします。

※不易流行LINE版とのクーポン広告連動も始まりまし
たので、皆様ぜひご登録ください。

掲載クーポンは
LINEでもご利用
いただけます。




